
IP サービスレベル契約コマンド

このモジュールでは、ルータでの IPサービスレベル契約（IPSLA）の設定に使用するCiscoIOSXR
ソフトウェアコマンドについて説明します。

IP SLAの概念、設定作業、および例の詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation
Services Router SystemMonitoring ConfigurationGuide』の「Implementing IP Service Level Agreements」
モジュールを参照してください。
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access-list
プロバイダーエッジ（PE）アドレスをフィルタリングするアクセスリスト名を指定し、MPLS
LSPモニタ（MPLSLM）インスタンスによって自動的に作成された動作を制限するには、適切な
コンフィギュレーションモードで access-listコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

access-listacl-name

noaccess-list

___________________
構文の説明

アクセスリスト名をフィルタリングします。acl-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、アクセスリストは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アクセスリストの変更はスキャンインターバルが期限切れになる前に処理され、スキャンキュー

内の計画済み変更リストが表示されます。

アクセスリストと IPSLA設定間での検証チェックは発生しません。（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、access-listコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# access-list ipsla

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS LSPモニタインスタンスがスキャン
キューで更新の有無をチェックする頻度を指定

します。

scan interval, （112ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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action（IP SLA）
reactコマンドを設定した場合、またはしきい値イベントが発生した場合に実行されるアクション
またはアクションの組み合わせを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで action
コマンドを使用します。アクションまたはアクションの組み合わせをクリアする（アクションが

発生しないようにする）には、このコマンドの no形式を使用します。

action{logging| trigger}

noaction{logging| trigger}

___________________
構文の説明

モニタ対象の要素で指定された違反タイプが発生した場合に、ロギングメッセージ

を送信します。 IP SLAエージェントは syslogを生成し、SNMPに通知します。ト
ラップを生成するかどうかは、SNMPエージェントによって決定されます。

logging

違反条件に一致した場合に保留からアクティブへの移行が発生する 1つまたは複数
のターゲット動作の動作ステートを決定します。トリガーされるターゲット動作

は、ipsla reaction triggerコマンドを使用して指定します。ターゲット動作は、その
ターゲット動作の lifetime値で指定された存続期間が経過するまで継続します。ト
リガーされたターゲット動作は、存続期間が終了するまで、再度トリガーされるこ

とはありません。

trigger

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ反応コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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しきい値イベントに対して actionコマンドが発生するようにするには、しきい値のタイプを定義
する必要があります。しきい値タイプの未設定は、しきい値チェックがアクティブでない場合に

考慮されます。

actionコマンドが IP SLAMPLS LSPモニタ反応コンフィギュレーションモードから使用されてい
る場合、loggingキーワードだけが使用可能です。

actionコマンドが IP SLA動作モードから使用されている場合、定義済みのアクションは、設定さ
れている特定の動作に適用されます。 actionコマンドが IP SLA MPLS LSPモニタモードで使用
されている場合、定義済みのアクションは、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関
連付けられているすべての動作に適用されます。この設定は、自動的に作成されるすべての LSP
動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、loggingキーワードを指定した actionコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# action logging

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタ反応コンフィギュレーションモードから actionコマンドを
使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# reaction monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react-cond)# action logging

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS LSPモニタリング反応を設定します。reaction monitor, （93ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （95ページ）
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説明コマンド

反応をモニタする要素を指定します。react, （87ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （174ページ）

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （176ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （178ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （181ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （183ページ）
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ageout
アクティブに情報を収集していない場合に動作をメモリに保持する秒数を指定するには、IP SLA
スケジュールコンフィギュレーションモードで ageoutコマンドを使用します。デフォルト値を
使用する（動作がエージングアウトしないようにする）には、このコマンドの no形式を使用し
ます。

ageoutseconds

noageout

___________________
構文の説明

エージングアウトのインターバル（秒単位）。値を 0秒に指定すると、収集
されたデータはエージングアウトしません。範囲は 0～ 2073600です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 0秒（エージングアウトしない）です。

___________________
コマンドモード IP SLAスケジュールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、ageoutコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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buckets（履歴）
IP SLA動作のライフタイム中に保持される履歴バケットの数を設定するには、IP SLA動作履歴コ
ンフィギュレーションモードで bucketsコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、
このコマンドの no形式を使用します。

bucketsbuckets

nobuckets

___________________
構文の説明 IP SLA動作のライフタイム中に保持される履歴バケットの数。範囲は 1

～ 60です。
buckets

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は、15バケットです。

___________________
コマンドモード IP SLA動作履歴コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

bucketsコマンドは、次の動作を設定する場合だけにサポートされます。

• IP SLA ICMPパスエコー

• IP SLA ICMPエコー

• IP SLA UDPエコー

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA UDPエコーコンフィギュレーションモードで bucketsコマンドを使用する

方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)# history
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-hist)# buckets 30

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の履歴パラメータを設定します。history, （39ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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buckets（統計情報時間）
統計情報が保持される時間数を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードでbucketコ
マンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

bucketshours

nobuckets

___________________
構文の説明 IP SLA動作に対して統計情報を維持する時間数。範囲は、IP SLA動作統計情報コ

ンフィギュレーションモードでは 0～ 25、IP SLAMPLS LSPモニタ統計情報コン
フィギュレーションモードでは 0～ 2です。

hours

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 2です。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

hours引数を指定した bucketsコマンドは、hourlyキーワードを指定した statisticsコマンドだけに
対して有効です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、bucketsコマンドの IP SLA UDPジッタ動作に対して統計情報が維持される時間数を

設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# buckets 10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （161ページ）
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buckets（統計情報の間隔）
拡張履歴統計情報が保持されるバケットの最大数を指定するには、IP SLA動作統計情報コンフィ
ギュレーションモードで bucketsコマンドを使用します。指定されたインターバルの統計情報収
集を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

bucketsbucket-size

nobuckets

___________________
構文の説明

バケットサイズとは、設定されたバケットの制限に到達する時期です。その

ため、動作に対する統計情報の収集が終了します。範囲は 1～ 100です。デ
フォルトは 100です。

bucket-size

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 100です。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

bucket-size引数を指定した bucketsコマンドは、intervalキーワードを指定した statisticsコマンド
だけに対して有効です。

___________________
例 次の例では、bucketsコマンドの IP SLA UDPジッタ動作に対して、指定されたインターバルにわ

たり統計情報を収集する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics interval 60
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# buckets 50

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （161ページ）
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control disable
制御パケットをディセーブルにするには、適切なコンフィギュレーションモードで controldisable
コマンドを使用します。制御パケットを再び使用するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

controldisable

nocontroldisable

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、制御パケットがイネーブルになっています。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

エージェント側で control disableコマンドを設定する場合は、応答側で永続的なポートを設定す
る必要があります。設定していない場合は、動作からタイムアウトエラーが返されます。 control
disableコマンドを設定する場合は、UDPエコーサーバなど、リモートデバイスで IP SLA応答側
またはその他の機能の永続的なポートが必要になります。

control disableコマンドは、応答側が必要な動作に対して有効です。

IP SLA制御パケットはディセーブルになっており、動作パケットを送信する前に、IP SLA応答側
に制御メッセージを送信するために使用されます。デフォルトでは、IPSLA制御メッセージは宛
先デバイスに送信され、IP SLA応答側との接続が確立されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで control disableコマンドを使

用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# control disable

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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datasize request
動作のペイロードにおける要求パケットのプロトコルデータサイズを設定するには、適切なコン

フィギュレーションモードで datasize requestコマンドを使用します。デフォルトのデータサイ
ズにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

datasizerequestsize

nodatasizerequest

___________________
構文の説明

次の範囲と、プロトコルによって異なるデフォルト値を指定します。

• UDPジッタ動作の場合、範囲は 16～ 1500バイトです。

• UDPエコー動作の場合、範囲は 4～ 1500バイトです。

• ICMPエコー動作の場合、範囲は 0～ 16384バイトです。

• ICMPパスエコー動作の場合、範囲は 0～ 16384バイトです。

• ICMPパスジッタ動作の場合、範囲は 0～ 16384バイトです。

• MPLS LSP ping動作の場合、範囲は 100～ 17986バイトです。

size

___________________
コマンドデフォルト UDPジッタ動作の場合、デフォルト値は 32バイトです。

UDPエコー動作の場合、デフォルト値は 16バイトです。

ICMPエコー動作の場合、デフォルト値は 36バイトです。

ICMPパスエコー動作の場合、デフォルト値は 36バイトです。

ICMPパスジッタ動作の場合、デフォルト値は 36バイトです。

MPLS LSP ping動作の場合、デフォルト値は 100バイトです。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで datasize requestコマンドを使

用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# datasize request 512

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

IP SLA ICMPエコー動作を設定します。type icmp echo, （191ページ）

IP SLA ICMPパスエコー動作を設定します。type icmp path-echo, （193ページ）

IP SLA ICMPパスジッタ動作を設定します。type icmp path-jitter, （195ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

IP SLA UDPエコー動作を設定します。type udp echo, （202ページ）
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説明コマンド

IP SLA UDPジッタ動作を設定します。type udp jitter, （204ページ）
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destination address（IP SLA）
宛先デバイスのアドレスを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで destination
addressコマンドを使用します。宛先アドレスの設定を解除するには、このコマンドの no形式を
使用します。

destinationaddressipv4-address

nodestinationaddress

___________________
構文の説明

宛先デバイスの IPアドレス。ipv4-address

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

宛先デバイスのアドレスを指定する必要があります。 destination addressコマンドの設定は、す
べての動作で必須です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで destination addressコマンド

の IPアドレスを指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# destination address 192.0.2.12

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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destination port
宛先デバイスのポートを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで destination port
コマンドを使用します。宛先ポートの設定を解除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

destinationportport

nodestinationport

___________________
構文の説明

宛先デバイスのポート番号。範囲は 1～ 65355です。port

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ICMP動作を設定する場合は、destination portコマンドはサポートされません。サポートされる
のは、UDP動作を設定する場合だけです。

宛先デバイスのポートを指定する必要があります。 destination portコマンドの設定は、IP SLA
UDPエコーおよび IP SLA UDPジッタの両方のコンフィギュレーションで必須です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで destination portコマンドの

ポートを指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# destination port 11111

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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distribution count
IP SLA動作のライフタイム中にホップごとに保持される統計情報の配布数を設定するには、IP
SLA動作統計情報コンフィギュレーションモードで distribution countコマンドを使用します。
デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

distributioncountslot

nodistributioncount

___________________
構文の説明

保持される統計情報の配布数。範囲は 1～ 20です。デフォルトは 1です。slot

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 1です。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ほとんどの状況では、保持される統計情報の配布数や配布ごとのインターバルを変更する必要は

ありません。これらのパラメータは、ネットワークの統計的モデリングを実行する場合など、配

布が必要になる場合だけに変更します。統計情報の配布インターバルを設定するには、IPSLA動
作統計情報コンフィギュレーションモードでdistribution intervalコマンドを使用します。キャプ
チャされた統計情報の合計配布数は、distributioncountコマンドによって設定された値、maximum
hopsコマンドによって設定された値、maximum pathコマンドによって設定された値、および
bucketsコマンドによって設定された値をかけ合わせた値になります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、distribution countコマンドの統計情報の配布数を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# distribution count 15

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報が保持される時間数を設定します。buckets（統計情報時間）, （14ページ）

統計情報の配布ごとのインターバル（ミリ秒単

位）を設定します。

distribution interval, （29ページ）

IPSLA動作のパスごとに統計情報が維持される
ホップカウントを設定します。

maximum hops, （58ページ）

IPSLA動作の時間ごとに統計情報が維持される
パス数を設定します。

maximum paths（IP SLA）, （60ページ）

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （161ページ）
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distribution interval
統計情報の配布ごとのインターバル（ミリ秒単位）を設定するには、IP SLA動作統計情報コン
フィギュレーションモードでdistribution intervalコマンドを使用します。デフォルト値を使用す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

distributionintervalinterval

nodistributioninterval

___________________
構文の説明

保持される統計情報の配布ごとに使用されるミリ秒数。範囲は 1～ 100で
す。デフォルトは 20です。

interval

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 20です。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ほとんどの状況では、保持される統計情報の配布数や配布ごとのインターバルを変更する必要は

ありません。これらのパラメータは、ネットワークの統計的モデリングを実行する場合など、配

布が必要になる場合だけに変更します。統計情報の配布数を設定するには、IPSLA動作統計情報
コンフィギュレーションモードでdistribution countコマンドを使用します。キャプチャされた統
計情報の合計配布数は、distribution countコマンドによって設定された値、maximum hopsコマ
ンドによって設定された値、maximumpathコマンドによって設定された値、およびbucketsコマ
ンドによって設定された値をかけ合わせた値になります。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、distribution intervalコマンドに対してインターバルを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# distribution interval 50

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報が保持される時間数を設定します。buckets（統計情報時間）, （14ページ）

IPSLA動作のライフタイム中にホップごとに保
持される統計情報の配布数を設定します。

distribution count, （27ページ）

IPSLA動作のパスごとに統計情報が維持される
ホップカウントを設定します。

maximum hops, （58ページ）

IPSLA動作の時間ごとに統計情報が維持される
パス数を設定します。

maximum paths（IP SLA）, （60ページ）

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （161ページ）
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exp
エコー要求パケットのヘッダーの試験的なMPLSフィールド（EXPフィールド）を指定するに
は、適切なコンフィギュレーションモードで expコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

expexp-bits

noexp

___________________
構文の説明

エコー要求パケットのヘッダーの試験的なフィールドの値。有効な値は 0
～ 7です。デフォルトは 0です。

exp-bits

___________________
コマンドデフォルト 試験的なフィールドの値は 0に設定されています。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

エコー要求パケットのヘッダーの試験的なMPLSフィールドを設定するには、MPLS LSP pingま
たはMPLS LSPトレース動作で expコマンドを使用します。試験的なフィールド（EXPフィール
ド）では、8種類の Quality of Service（QoS）マーキングを使用できます。これにより、中継 LSR
ノードが要求パケットに行う処理（ホップごとの動作）が決定されます。MPLS EXPレベルは動
作ごとに設定が可能で、応答のレベルに違いを付けることができます。

IP SLA動作モードで expコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作のエコー要
求パケットのヘッダーに対して機能します。 IP SLAMPLS LSPモニタモードで expコマンドが使
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用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべて
の動作のエコー要求パケットのヘッダーに対して機能します。この設定は、自動的に作成される

すべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、expコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# exp 5

次の例では、MPLS LSPモニタモードで expコマンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# exp 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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filter
IP SLA動作の履歴テーブルに保持される情報のタイプを定義するには、IP SLA動作履歴コンフィ
ギュレーションモードで filterコマンドを使用します。履歴フィルタの設定を解除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

filter{all| failures}

nofilter

___________________
構文の説明

設定されている場合は、すべての動作の履歴データを保存します。all

設定されている場合は、失敗した動作のデータを保存します。failures

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、filterコマンドがイネーブルでない限り、履歴を収集しません。

___________________
コマンドモード IP SLA動作履歴コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

filterコマンドは、次の動作を設定する場合だけにサポートされます。

• IP SLA ICMPパスエコー

• IP SLA ICMPエコー

• IP SLA UDPエコー

filterコマンドの no形式を使用すると、履歴統計情報は収集されません。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLAUDPエコーコンフィギュレーションモードで filterコマンドを使用する方法

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)# history
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-hist)# filter all

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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force explicit-null
エコー要求が送信された場合に、明示的なヌルラベルをLSPのラベルスタックに追加するには、
適切なコンフィギュレーションモードで force explicit-nullコマンドを使用します。デフォルト値
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

forceexplicit-null

noforceexplicit-null

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 明示的なヌルラベルは追加されません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

force explicit-nullコマンドは、MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作でエコー要求パケッ
トが送信されたときに、非請求の明示的なヌルラベルを LSPのMPLSラベルスタックに強制的
に追加するために使用します。

IP SLA動作モードで force explicit-nullコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動
作の LSPのラベルスタックに対して機能します。 IP SLA MPLS LSPモニタモードで force
explicit-nullコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに
関連付けられているすべての動作のラベルスタックに対して機能します。この設定は、自動的に

作成されるすべての LSP動作に継承されます。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 35

IP サービスレベル契約コマンド
force explicit-null



MPLS LSP ping動作で使用されるターゲットとして疑似回線が指定されている場合は、force
explicit-nullコマンドを使用できません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、force explicit-nullコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# force explicit-null

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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frequency（IP SLA）
プロービングの頻度を設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで frequencyコマン
ドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

frequencyseconds

nofrequency

___________________
構文の説明

特定の IPSLA動作がネットワークに送信されるレート。範囲は1～604800
です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト frequencyコマンドが使用されていない場合、デフォルト値は 60秒です。

IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーションモードでは、デフォルト値は
schedule periodコマンドを使用して設定されたスケジュール期間と同じです。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 37

IP サービスレベル契約コマンド
frequency（IP SLA）



このコマンドが IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーションモードで使用さ
れている場合は、スケジュール期間の頻度を表します。つまり、頻度が 1000秒に設定されてい
て、スケジュール期間が 600秒に設定されている場合、1000秒ごとに LSP動作が実行されます。
各実行には、600秒かかります。スケジュール期間を指定するには、schedule periodコマンドを
使用します。

頻度の値は、スケジュール期間以上である必要があります。

この設定は、作成されるすべての LSP動作に自動的に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで frequencyコマンドを使用す

る方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# frequency 300

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーションモードで frequency
コマンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# schedule monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)# frequency 1200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)# schedule period 600

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

すべての LSP動作の開始または実行がスケ
ジューリングされる合計時間を設定します。

schedule period, （118ページ）
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history
IP SLA動作の履歴パラメータを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで history
コマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

history[bucketsbuckets| filter{all| failures}| liveslives]

nohistory

___________________
構文の説明 IP SLA動作のライフタイム中に保持される履歴バケットの数を設定しま

す。

buckets

IP SLA動作のライフタイム中に保持される履歴バケットの数。範囲は 1
～ 60です。

buckets

IP SLA動作の履歴テーブルに保持される情報のタイプを定義します。filter

設定されている場合は、すべての動作の履歴データを保存します。all

設定されている場合は、失敗した動作のデータを保存します。failures

IP SLA動作の履歴テーブルで維持されるライブ数を設定します。lives

IP SLA動作の履歴テーブルで維持されるライブ数。範囲は 0～ 2です。lives

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

historyコマンドを使用すると、IPSLA動作履歴コンフィギュレーションモードが開始されます。
このモードでは、より多くの履歴設定パラメータを設定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLAUDPエコーコンフィギュレーションモードで historyコマンドを使用する方

法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)# history
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-hist)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に保持される履歴
バケットの数を設定します。

buckets（履歴）, （12ページ）

IPSLA動作の履歴テーブルに保持される情報の
タイプを定義します。

filter, （33ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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説明コマンド

IPSLA動作の履歴テーブルで維持されるライブ
数を設定します。

lives, （50ページ）

IP SLA ICMPパスエコー動作の履歴テーブルで
保持されるホップエントリ数を設定します。

samples, （108ページ）
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interval
MPLSラベルスイッチドパス（LSP）の更新インターバルを設定するには、IP SLA MPLSディス
カバリ VPNコンフィギュレーションモードで intervalコマンドを使用します。デフォルト値を
使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

intervalrefresh-interval

nointerval

___________________
構文の説明

有効ではなくなったルーティングエントリがレイヤ 3 VPNディスカバリ
データベースから削除されるインターバルを分単位で指定します。範囲は

30～ 70560です。

refresh-interval

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの更新インターバルは 60分です。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLSディスカバリ VPNコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ルートの合計数が多い場合は、ディスカバリデータベースの更新時に、パフォーマンスに対

する悪影響が生じます。そのため、ルータのパフォーマンスが影響を受けないように、

refresh-interval引数の値を十分な大きさに設定する必要があります。大量のルートが存在する
場合は、refresh-interval引数の値を数時間に設定することを推奨します。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、intervalコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls discovery vpn
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)# interval 120

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLSラベルスイッチドパス（LSP）プロバイ
ダーエッジ（PE）ルータディスカバリを設定
します。

mpls discovery vpn, （64ページ）
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ipsla
IP SLAコンフィギュレーションモードを開始し、IP Service Level Agreement（SLA;サービスレベ
ル契約）を設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ipslaコマンドを使用し
ます。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ipsla

noipsla

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ipslaコマンドを使用すると IP SLAコンフィギュレーションモードが開始されます。このモード
では、さまざまな IPサービスレベル契約のオプションを設定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLAコンフィギュレーションモードを開始する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA制御メッセージに対するMD5認証を設
定します。

key-chain, （46ページ）

メモリの下限値を設定します。low-memory, （52ページ）

MPLSラベルスイッチドパス（LSP）プロバイ
ダーエッジ（PE）ルータディスカバリを設定
します。

mpls discovery vpn, （64ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （95ページ）

いずれかのトリガータイプオプションが

reactionoperationコマンドで定義されている場
合に、保留中からアクティブステートへの移行

が発生する2番目の IPSLA動作を定義します。

reaction trigger, （97ページ）

UDPエコーまたはジッタ動作に対する IP SLA
応答側をイネーブルにします。

responder, （99ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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key-chain
IP SLA制御メッセージに対するMD5認証を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモー
ドで key-chainコマンドを使用します。キーチェーン名の設定を解除し、MD5認証を使用しない
場合は、このコマンドの no形式を使用します。

key-chainkey-chain-name

nokey-chain

___________________
構文の説明

キーチェーンの名前。key-chain-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は定義されていません。認証は使用されません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

key-chainコマンドを設定する場合は、グローバルコンフィギュレーションモードで key chainコ
マンドも設定し、MD5認証を提供する必要があります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、ipsla key-chainコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# key-chain ipsla-keys

___________________
関連コマンド

説明コマンド

キーチェーンを作成または変更します。key chain

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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life
実行時間の長さを指定するには、IP SLAスケジュールコンフィギュレーションモードで lifeコマ
ンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

life{forever| seconds}

nolife

___________________
構文の説明

動作を無期限で実行するようにスケジューリングします。forever

動作がアクティブに情報を収集する秒数を決定します。範囲は 1～
2147483647です。デフォルト値は 3600秒（1時間）です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 3600秒です。

___________________
コマンドモード IP SLAスケジュールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、lifeコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# life forever

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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lives
IP SLA動作の履歴テーブルで維持されるライブ数を設定するには、IP SLA動作履歴コンフィギュ
レーションモードで livesコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンド
の no形式を使用します。

liveslives

nolives

___________________
構文の説明 IP SLA動作の履歴テーブルで維持されるライブ数。範囲は 0～ 2です。lives

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 0ライブです。

___________________
コマンドモード IP SLA動作履歴コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

livesコマンドは、次の動作を設定する場合だけにサポートされます。

• IP SLA ICMPパスエコー

• IP SLA ICMPエコー

• IP SLA UDPエコー

livesコマンドの no形式を使用すると、履歴統計情報は収集されません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA UDPエコーコンフィギュレーションモードで livesコマンドを使用する方法

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)# history
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-hist)# lives 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に保持される履歴
バケットの数を設定します。

buckets（履歴）, （12ページ）

IPSLA動作の履歴テーブルに保持される情報の
タイプを定義します。

filter, （33ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

IP SLA ICMPパスエコー動作の履歴テーブルで
保持されるホップエントリ数を設定します。

samples, （108ページ）
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low-memory
low-memoryvalue

nolow-memory

___________________
構文の説明

メモリの下限値。範囲は 0～ 4294967295です。value

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 20 MB（空きメモリ）です。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLAでは、新しい動作の追加または保留中の動作のスケジューリングを行う前に、指定された
メモリが提供されます。

値 0が使用されている場合、メモリ制限は適用されません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、low-memoryコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# low-memory 102400

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

IPSLAアプリケーションの情報を表示します。show ipsla application, （120ページ）
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lsp selector ipv4
LSPの選択に使用されるローカルホスト IPv4アドレスを指定するには、適切なコンフィギュレー
ションモードで lsp selector ipv4コマンドを使用します。ホストアドレスをクリアするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

lspselectoripv4ip-address

nolspselectoripv4

___________________
構文の説明 LSPの選択に使用されるローカルホスト IPv4アドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト LSPの選択に使用されるローカルホスト IPアドレスは、127.0.0.1です。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

プロバイダーエッジ（PE）ルータ間に複数の等価コストパスが存在する場合に、MPLS LSP ping
またはMPLS LSPトレース動作に特定の LSPを強制的に使用させるには、lsp selector ipv4コマン
ドを使用します。この状況は、中継 Label Switching Router（LSR;ラベルスイッチングルータ）
が、ロードバランシングの IPパケットヘッダーの宛先アドレスを使用する場合に発声します。

lsp selector ipv4コマンドで設定された IPv4アドレスは、MPLSエコー要求として送信されたユー
ザデータグラムプロトコル（UDP）パケットの宛先アドレスです。有効な IPv4アドレスは、サ
ブネット 127.0.0.0/8で定義され、次の目的で使用されます。
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•パケットが、LSPの切断が発生しているルータで消費されるように強制する。

• LSPが動作している場合に、LSPの終端ポイントにおけるパケットの処理を強制する。

•中継ルータがロードバランシングの IPヘッダーの宛先アドレスを使用する場合、転送中に
ロードバランシングに影響を与える。

IP SLA動作モードで lsp selector ipv4コマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作
のMPLSエコー要求に対して機能します。 lsp selector ipv4コマンドが IP SLA MPLS LSPモニタ
モードで使用される場合は、このコマンドはモニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関
連付けられているすべての動作のMPLSエコー要求に対して機能します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、lsp selector ipv4コマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# lsp selector ipv4 127.10.10.1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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lsr-path
ICMPを測定するルースソースルーティングパスを指定するには、適切なコンフィギュレーショ
ンモードで lsr-pathコマンドを使用します。指定されたパス以外のパスを使用するには、このコ
マンドの no形式を使用します。

lsr-pathipaddress1[ipaddress2[...[ipaddress8]]]

nolsr-path

___________________
構文の説明

中間ノードの IPv4アドレス。最大 8つのアドレスを入力できます。ip address

___________________
コマンドデフォルト パスは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

lsr-pathコマンドは、ICMPパスエコーおよび ICMPパスジッタの各動作タイプにだけ適用されま
す。

最大 8個のホップアドレスを次の例のように lsr-pathコマンドを使用して設定できます。

lsr-path ipaddress1 [ipaddress2 [... [ipaddress8]]]

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーションモードで lsr-pathコマンドを使用

する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router((config-ipsla-icmp-path-echo)# lsr-path 192.0.2.40

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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maximum hops
IP SLA動作のパスごとに統計情報が維持されるホップカウントを設定するには、IP SLA動作統
計情報コンフィギュレーションモードでmaximumhopsコマンドを使用します。デフォルト値を
使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

maximumhopshops

nomaximumhops

___________________
構文の説明

パスごとに統計情報が維持されるホップカウント。範囲は 1～ 30です。パス
動作（たとえばパスエコー）のデフォルト値は 16です。

hops

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 16ホップです。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

maximum hopsコマンドがサポートされるのは、パス動作および IP SLA ICMPパスエコー動作を
設定する場合だけです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、maximumコマンドに対して統計情報のホップカウントを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# maximum hops 20

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報が保持される時間数を設定します。buckets（統計情報時間）, （14ページ）

IPSLA動作のライフタイム中にホップごとに保
持される統計情報の配布数を設定します。

distribution count, （27ページ）

統計情報の配布ごとのインターバル（ミリ秒単

位）を設定します。

distribution interval, （29ページ）

IPSLA動作の時間ごとに統計情報が維持される
パス数を設定します。

maximum paths（IP SLA）, （60ページ）

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （161ページ）
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maximum paths（IP SLA）
IP SLA動作の時間ごとに統計情報が維持されるパス数を設定するには、IP SLA動作統計情報コン
フィギュレーションモードで maximum pathsコマンドを使用します。デフォルト値を使用する
には、このコマンドの no形式を使用します。

maximumpathspaths

nomaximumpaths

___________________
構文の説明

時間ごとに統計情報が維持されるパス数。範囲は 1～ 128です。パス動作（た
とえばパスエコー）のデフォルト値は 5です。

paths

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は、5パスです。

___________________
コマンドモード IP SLA動作統計情報コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

maximum pathsコマンドがサポートされるのは、パス動作および IP SLA ICMPパスエコー動作を
設定する場合だけです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、maximum pathsコマンドに対して統計情報のパス数を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)# maximum paths 20

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報が保持される時間数を設定します。buckets（統計情報時間）, （14ページ）

IPSLA動作のライフタイム中にホップごとに保
持される統計情報の配布数を設定します。

distribution count, （27ページ）

統計情報の配布ごとのインターバル（ミリ秒単

位）を設定します。

distribution interval, （29ページ）

IPSLA動作のパスごとに統計情報が維持される
ホップカウントを設定します。

maximum hops, （58ページ）

動作に対する統計情報の収集パラメータを設定

します。

statistics, （161ページ）
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monitor
MPLSLSPモニタインスタンスを設定するには、IP SLALSPモニタコンフィギュレーションモー
ドで monitorコマンドを使用します。モニタインスタンスを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

monitormonitor-id

nomonitor[ monitor-id ]

___________________
構文の説明

設定される IP SLA LSPモニタインスタンスの数。範囲は 1～ 2048
です。

monitor-id

___________________
コマンドデフォルト モニタインスタンスは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA LSPモニタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

monitorコマンドを使用すると、IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードが開始
されます。このモードでは、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられてい
るすべての動作について、目的のモニタタイプを設定できます。

すべてのモニタインスタンスを削除するには、引数を指定せずに nomonitorコマンドを使用しま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、monitorコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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mpls discovery vpn
MPLSラベルスイッチドパス（LSP）プロバイダーエッジ（PE）ルータディスカバリを設定す
るには、IP SLAコンフィギュレーションモードでmpls discovery vpnコマンドを使用します。デ
フォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

mplsdiscoveryvpn[intervalinterval]

nomplsdiscoveryvpn

___________________
構文の説明 MPLSラベルスイッチドパス（LSP）モニタリングの更新インターバルを

設定します。

interval

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

プロバイダーエッジ（PE）ルータディスカバリを設定するには、mpls discovery vpnコマンドを
使用します。 PE Discoveryは、ルーティングごとのネクストホップに到達するために使用される
LSPを検出します。ルーティングエンティティは、レイヤ 3 VPNディスカバリデータベースに
保存されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLA MPLSディスカバリ VPNモードを開始する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls discovery vpn
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLSラベルスイッチドパス（LSP）モニタリ
ングの更新インターバルを設定します。

interval, （42ページ）
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operation
IP SLA動作を設定するには、IP SLAコンフィギュレーションモードで operationコマンドを使用
します。動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

operationoperation-number

nooperationoperation-number

___________________
構文の説明

動作番号。範囲は 1～ 2048です。operation-number

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA operationコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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output interface
エコー要求出力インターフェイスが LSP pingまたは LSPトレース動作で使用されるように指定す
るには、IP SLA MPLS LSP pingまたは IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーションモー
ドでoutput interfaceコマンドを使用します。出力インターフェイスをデフォルトに戻す場合は、
このコマンドの no形式を使用します。

outputinterfacetypeinterface-path-id

nooutputinterface

___________________
構文の説明

インターフェイスのタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘル
プ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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トポロジに ECMPルートが存在する場合は、output interfaceコマンドを使用して、パスを介した
パスからターゲットまでのモニタに役立てます。

MPLS LSP ping動作で使用されるターゲットとして疑似回線が指定されている場合は、output
interfaceコマンドを使用できません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、output interfaceコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls ls output interface pos 0/1/0/0

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

LSP pingまたはLSPトレース動作で使用される
ネクストホップアドレスを設定します。

output nexthop, （70ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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output nexthop
ラベルスイッチドパス（LSP）pingまたは LSPトレース動作で使用されるネクストホップアド
レスを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで output nexthopコマンドを使用し
ます。出力ネクストホップをデフォルトに戻す場合は、このコマンドの no形式を使用します。

outputnexthopip-address

nooutputnexthop

___________________
構文の説明

ネクストホップの IPアドレス。ip-address

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

LSP Path Discovery（LPD; LSPパスディスカバリ）がイネーブルの場合、ネクストホップ IPアド
レスは、指定されたネクストホップアドレスに関連付けられていないパスを除外する目的でも使

用されます。

出力ネクストホップを設定したら、出力インターフェイスも設定する必要があります。（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、output nexthopコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# output nexthop 10.1.1.1

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

LSP pingまたはLSPトレース動作で使用される
エコー要求出力インターフェイスを設定しま

す。

output interface, （68ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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packet count
ジッタプローブに対して送信される連続したパケットなど、プローブ中に送信されるパケット数

を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで packet countコマンドを使用します。
デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

packetcountcount

nopacketcount

___________________
構文の説明

各動作で送信されるパケット数。 UDPジッタ動作の範囲は、1～ 60000です。
ICMPパスジッタ動作の範囲は、1～ 100です。

count

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのパケット数は 10です。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、packet countコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# packet count 30

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

パケット間のインターバルを指定します。packet interval, （74ページ）
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packet interval
パケット間のインターバルを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで packet
intervalコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

packetintervalinterval

nopacketinterval

___________________
構文の説明

パケット間のインターバル（ミリ秒単位）。範囲は1～60000（ミリ秒単
位）です。

interval

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのパケットインターバルは 20 msです。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、packet intervalコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# packet interval 30

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

プローブ中に送信されるパケット数を指定しま

す。

packet count, （72ページ）
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path discover
パスディスカバリをイネーブルにし、MPLS LSPモニタ（MPLSLM）LPDサブモードを開始する
には、IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーションモードで path discoverコマンドを
使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

pathdiscover

nopathdiscover

___________________
構文の説明 なし

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、パス検出サブモードを開始する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# path discover
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lpd)#
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path discover echo
MPLS LSPエコーパラメータを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで path
discoverコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドのno形式を使用し
ます。

pathdiscoverecho{intervaltime|maximumlspselectoripv4hostaddress|multipathbitmapsizesize| retrycount|
timeoutvalue}

nopathdiscoverecho{intervaltime|maximumlspselectoripv4hostaddress|multipathbitmapsizesize|
retrycount| timeoutvalue}

___________________
構文の説明

パスディスカバリ中に送信されるMPLS LSPエコー要求のインターバ
ル（ミリ秒単位）を設定します。範囲は 0～ 3600000です。デフォル
トは 0です。

interval time

パスディスカバリ中に使用される最大セレクタ値であるローカルホス

ト IPアドレス（127.x.x.x）を設定します。デフォルトは127.255.255.255
です。

maximum lsp selector
ipv4 host-address

パスディスカバリ中にMPLS LSPエコー要求のダウンストリームマッ
ピングで送信されるセレクタの最大数を設定します。範囲は 1～ 256
です。デフォルトは 32です。

multipath bitmap size size

パスディスカバリ中に送信されるMPLS LSPエコー要求のタイムアウ
トリトライ回数を設定します。範囲は 0～ 10です。デフォルトは 3
です。

retry count

パスディスカバリ中に送信されるMPLS LSPエコー要求のタイムアウ
ト値（秒単位）を設定します。範囲は 1～ 3600です。デフォルトは
5です。

timeout value

___________________
コマンドデフォルト interval time：0

maximum lsp selector ipv4 host address： 127.255.255.255

multipath bitmap size size：32

retry count：3

timeout value：5

___________________
コマンドモード パス検出コンフィギュレーション
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MPLS LSP pingコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

リトライは、未処理のエコー要求に対するエコー応答が時間どおりに受信されなかった場合、ま

たは指定されたパスについてセレクタが中継ルータによって検出されなかった場合に発生します。

セレクタ値がMPLSLMコンフィギュレーションモードで設定されている場合、指定されている
最大セレクタ値が、その値よりも大きくなければなりません。このような場合、パスディスカバ

リで使用されるセレクタの範囲は、2つの値によって設定されます。

interval timeが 0の場合は、前のエコーリトライが受信されてから、新しいエコー要求が送信さ
れます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、パス検出のエコーインターバルを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# path discover
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# echo interval 777

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS LSPパスパラメータを設定します。path discover path, （81ページ）

MPLSLSPスキャンパラメータを設定します。path discover scan, （83ページ）
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説明コマンド

MPLS LSPセッションパラメータを設定しま
す。

path discover session, （85ページ）
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path discover path
MPLSLSPパスパラメータを設定するには、MPLSLSPモニタ（MPLSLM）LPDコンフィギュレー
ションサブモードで path discover pathコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、
このコマンドの no形式を使用します。

pathdiscoverpath{retryrange| secondaryfrequency{both| connection-loss| timeout}value}

nopath-discoverpath

___________________
構文の説明

パスをダウンと宣言するまでに実行する試行回数を設定します。デフォ

ルトは 1です（前の試行が失敗している場合、LSPグループはエコー要
求の実行をリトライしません）。範囲は 1～ 16です。

retry range

障害を示す条件（接続の切断またはタイムアウト）が発生した場合に使

用するセカンダリの頻度を設定します。

secondary frequency

タイムアウトと接続の切断の両方に対してセカンダリの頻度をイネーブ

ルにします。

both

接続の切断に対してだけセカンダリの頻度をイネーブルにします。connection-loss

タイムアウトに対してだけセカンダリの頻度をイネーブルにします。timeout

頻度値の範囲は 1～ 604800です。value

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード MPLSLM LPDコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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パスの障害が発生した場合、通常の頻度値の代わりにセカンダリの頻度値が使用されます。通常

の頻度値は、頻度の値またはスケジュール期間の値によって決定され、LSP動作は、このインター
バルで定期的に開始するようにスケジューリングされます。デフォルトでは、セカンダリの頻度

値はディセーブルになっています。障害を示す条件がなくなると、通常の頻度でプロービングが

再開します。

secondaryコマンドは retryキーワードと連携して機能します。両方とも設定する必要があり
ます。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、MPLS LSPパスパラメータを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# path discover
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# path retry 12
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# path secondary frequency both 10

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS LSPエコーパラメータを設定します。path discover echo, （78ページ）

MPLSLSPスキャンパラメータを設定します。path discover scan, （83ページ）

MPLS LSPセッションパラメータを設定しま
す。

path discover session, （85ページ）
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path discover scan
MPLSLSPスキャンパラメータを設定するには、MPLSLSPモニタ（MPLSLM）LPDコンフィギュ
レーションサブモードで path discover scanコマンドを使用します。デフォルト値を使用するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

pathdiscoverscanperiodvalue

nopathdiscoverscanperiodvalue

___________________
構文の説明 MPLSLMインスタンスごとのパスディスカバリ要求の連続したサイクル間

の時間（分単位）を設定します。範囲は 0～ 7200です。デフォルトは 5
です。

period value

___________________
コマンドデフォルト period value：5

___________________
コマンドモード MPLSLM LPDコンフィギュレーションサブモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLSLMインスタンスは、LSPグループに対して定期的にパスディスカバリ要求をトリガーしま
す。MPLSLMインスタンスは、特定のインターバルで、各グループに対して昇順（グループ ID
で特定）でトリガーを開始します。デフォルトでは、パスディスカバリ要求は順番にトリガーさ

れます。ただし、セッション制限値が 1よりも大きい場合は、同時に発生する場合もあります。
このサイクルは、最後の LSPグループがパスディスカバリを完了すると終了します。

ディスカバリサイクルの期間がスキャン期間よりも長い場合は、前のサイクルが完了すると次の

サイクルが開始します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、パスディスカバリのスキャン期間値を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# path discover
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# scan period 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS LSPエコーパラメータを設定します。path discover echo, （78ページ）

MPLS LSPパスパラメータを設定します。path discover path, （81ページ）

MPLS LSPセッションパラメータを設定しま
す。

path discover session, （85ページ）
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path discover session
MPLS LSPセッションパラメータを設定するには、MPLS LSPモニタ（MPLSLM）LPDコンフィ
ギュレーションサブモードで path discover sessionコマンドを使用します。デフォルト値を使用
するには、このコマンドの no形式を使用します。

pathdiscoversession{limitvalue| timeoutvalue}

nopathdiscoversession{limitvalue| timeoutvalue}

___________________
構文の説明 MPLSLMインスタンスが LSPVサーバに送信するパスディスカバリ要求が

同時にアクティブになる数を設定します。範囲は 1～ 15です。デフォルト
は 1です。

limit value

MPLSLMインスタンスが、LSPVサーバに送信されたパスディスカバリ要
求の結果を待機する時間（秒単位）を設定します。範囲は 1～ 900です。
デフォルトは 120です。

timeout value

___________________
コマンドデフォルト limit value：1

timeout value：120

___________________
コマンドモード MPLSLM LPDコンフィギュレーションサブモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLSLMインスタンスは、設定されたタイムアウト設定値までに応答を受信しなかった場合に、
パスディスカバリで障害が発生しているものと見なします。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、パスディスカバリセッションのタイムアウト値を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# path discover
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# session timeout 22

___________________
関連コマンド

説明コマンド

MPLS LSPエコーパラメータを設定します。path discover echo, （78ページ）

MPLS LSPパスパラメータを設定します。path discover path, （81ページ）

MPLSLSPスキャンパラメータを設定します。path discover scan, （83ページ）
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react
反応をモニタする要素を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで reactコマンド
を使用します。指定された反応タイプを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

react{connection-loss| jitter-average[dest-to-source| source-to-dest]| packet-loss{dest-to-source|
source-to-dest}| rtt| timeout| verify-error}

noreact{connection-loss| jitter-average[dest-to-source| source-to-dest]| packet-loss{dest-to-source|
source-to-dest}| rtt| timeout| verify-error}

___________________
構文の説明

モニタ対象の動作について接続の切断がある場合に反応が発生するよう

に指定します。

connection-loss

平均ラウンドトリップジッタ値が上限しきい値または下限しきい値に

違反している場合に反応が発生するように指定します。 jitter-average
キーワードには、次のオプションが用意されています。

• dest-to-source：（任意）Destination to Source（DS;宛先から送信元）
のジッタ平均を指定します。

• source-to-dest：（任意）Source toDestination（SD;送信元から宛先）
のジッタ平均を指定します。

jitter-average
[dest-to-source |
source-to-dest]

パケット損失違反に対する反応を指定します。packet-lossキーワードに
は、次のオプションが用意されています。

• dest-to-source：（任意）宛先から送信元（DS）のパケット損失違
反を指定します。

• source-to-dest：（任意）送信元から宛先（SD）のパケット損失違
反を指定します。

packet-loss
{dest-to-source |
source-to-dest}

ラウンドトリップ値が上限しきい値または下限しきい値に違反している

場合に反応が発生するように指定します。

rtt

モニタ対象の動作についてタイムアウトがある場合に反応が発生するよ

うに指定します。

timeout

エラー検証違反がある場合に反応が発生するように指定します。verify-error

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値がない場合、反応は設定されません。
___________________
コマンドモード IP SLA反応コンフィギュレーション
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IP SLA MPLS LSPモニタ反応コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

connection-lossキーワード、jitter-averageキーワード、および rttキーワードでは、値が上限また
は下限しきい値に違反しても反応は発生しません。反応条件は上限しきい値を超過すると設定さ

れ、値が下限しきい値を下回るとクリアされます。

connection-lossキーワードおよび verify-errorキーワードでは、モニタ対象要素にしきい値が適用
されません。

jitter-averageキーワード、packet-lossキーワード、および rttキーワードで、react threshold type
average 3の上限しきい値が 5000 msに設定されている場合、動作の過去 3回の結果がそれぞれ
6000、6000、5000 msであると、平均は 6000 + 6000 + 5000=17000/3 = 5667となるため、5000 ms
の上限しきい値に違反していることになります。 threshold type averageは、タイプの設定時に設定
する必要があります。これらのキーワードは、モニタ対象要素として connection-loss、timeout、
または verify-errorが指定されている場合は使用できません。これは、これらのオプションに上下
限しきい値が適用されないためです。

IP SLAMPLS LSPモニタ反応コンフィギュレーションモードでは、connection-lossおよび timeout
キーワードだけが使用可能です。 IP SLAMPLSLSPモニタ反応コンフィギュレーションモードで
reactコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付
けられているすべての動作が設定されます。この設定は、PE Discoveryによって自動的に作成さ
れるすべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、connection-lossキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:rotuer(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#
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次の例では、jitter-averageキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react jitter-average
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

次の例では、packet-lossキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react packet-loss dest-to-source
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

次の例では、rttキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:rotuer(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react rtt
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

次の例では、timeoutキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:rotuer(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react timeout
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

次の例では、verify-errorキーワードを指定した reactコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:rotuer(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react verify-error
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

reactコマンドを設定した場合、またはしきい
値イベントが発生した場合に実行されるアク

ションまたはアクションの組み合わせを指定し

ます。

action（IP SLA）, （7ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （174ページ）
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説明コマンド

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （176ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （178ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （181ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （183ページ）
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react lpd
LSPパスディスカバリ（LPD）違反がある場合に反応を発生させるように指定するには、適切な
コンフィギュレーションモードで react lpdコマンドを使用します。デフォルト値を使用するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

reactlpd{lpd-group| tree-trace}actionlogging

noreactlpd{lpd-group| tree-trace}

___________________
構文の説明

モニタ対象の LPDグループについてステータス違反がある場合に反応が
発生するように指定します。

lpd-group

モニタ対象のLPDグループについてパスディスカバリ違反がある場合に
反応が発生するように指定します。

tree-trace

しきい値違反に対して実行するアクションを設定します。action

しきい値違反に対して syslogアラームを生成するように指定します。logging

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ラベルスイッチドパス（LSP）のステータスが変化すると、モニタ対象のLPDグループについて
ステータス違反が発生します（初期状態からのステータス変更を除く）。

モニタ対象の LPDグループに対するパスディスカバリ違反は、宛先 PEに対するパスディスカバ
リが失敗した場合、または正常なパスディスカバリによってそのような失敗がクリアされた場合

に発生します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、モニタ対象のLPDグループについてステータス違反がある場合に反応が発生するよ

うに指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# reaction monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)# react lpd lpd-group action logging

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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reaction monitor
MPLSラベルスイッチドパス（LSP）モニタリングの反応を設定するには、IP SLA MPLS LSPモ
ニタコンフィギュレーションモードで reaction monitorコマンドを使用します。反応を削除し、
反応が発生しないようにするには、このコマンドの no形式を使用します。

reactionmonitormonitor-id

noreactionmonitor[ monitor-id ]

___________________
構文の説明

設定する反応に対する IP SLA MPLS LSPモニタインスタンスの数。範
囲は 1～ 2048です。

monitor-id

___________________
コマンドデフォルト 反応は設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

reaction monitorコマンドを使用すると IP SLA LSPモニタ反応コンフィギュレーションモードが
開始されます。このモードでは、接続の切断またはタイムアウトに対する目的のしきい値および

アクションを設定できます。

すべての反応を削除するには、monitor-id引数を指定せずに no reactionmonitorコマンドを使用し
ます。

reaction monitorコマンドは、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられて
いるすべての動作に対する反応を設定します。この設定は、自動的に作成されるすべてのLSP動
作に継承されます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、reaction operationコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# reaction monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

reactコマンドを設定した場合、またはしきい
値イベントが発生した場合に実行されるアク

ションまたはアクションの組み合わせを指定し

ます。

action（IP SLA）, （7ページ）

IP SLAMPLSLSPモニタインスタンスを設定し
ます。

monitor, （62ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （87ページ）

IP SLA MPLS LSPモニタインスタンスをスケ
ジューリングします。

schedule monitor, （114ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行するように指定します。

threshold type consecutive, （178ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行するように指定します。

threshold type immediate, （181ページ）
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reaction operation
IP SLAエージェントが制御するイベントに基づく特定のアクションを設定するには、IP SLAコン
フィギュレーションモードで reaction operationコマンドを使用します。反応を発生させないよう
にするために反応を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

reactionoperationoperation-id

noreactionoperationoperation-id

___________________
構文の説明

設定する反応に対する IP SLA動作の数。範囲は 1～ 2048です。operation-id

___________________
コマンドデフォルト 反応は設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、reaction operationコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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reaction trigger
いずれかのトリガータイプオプションが reaction operationコマンドで定義されている場合に、
保留中からアクティブステートへの移行が発生する 2番目の IP SLA動作を定義するには、IP SLA
コンフィギュレーションモードで reaction triggerコマンドを使用します。 triggering-operation引
数が他の動作をトリガーしない場合に反応を削除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

reactiontriggertriggering-operationtriggered-operation

noreactiontriggertriggering-operationtriggered-operation

___________________
構文の説明

設定済みのアクションタイプトリガーを含み、反応イベントを生成

できる動作。範囲は 1～ 2048です。
triggering-operation

triggering-operation引数がトリガー反応イベントを生成する場合に開
始される動作。範囲は 1～ 2048です。

triggered-operation

___________________
コマンドデフォルト トリガーされる動作は設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

triggering-operationおよび triggered-operation引数の両方を設定する必要があります。トリガーさ
れる動作は、保留中ステートでなければなりません。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、ipsla reaction triggerコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction trigger 1 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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responder
UDPエコーまたはジッタ動作に対する IP SLA応答側をイネーブルにするには、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードで responderコマンドを使用します。応答側をディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

responder

noresponder

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト IP SLA responderコマンドはディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IPアドレスおよびポートは、永続的なポートとして設定および識別されます（応答側が永続的に
リスニングするポートなど）。 IPアドレスおよびポートが設定されていない場合、応答側はダイ
ナミックポートだけを処理します（リモート動作によって要求された場合にリスニングされる

ポートなど）。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 99

IP サービスレベル契約コマンド
responder



___________________
例 次の例では、IP SLA応答側をイネーブルにする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# responder
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-resp)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

UDPエコーまたはジッタ動作に対する IP SLA
応答側の永続的なポートを設定します。

type udp ipv4 address, （206ページ）
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recurring
動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように示すには、IP
SLAスケジュールコンフィギュレーションモードで recurringコマンドを使用します。動作が毎
日開始されないようにするには、このコマンドの no形式を使用します。

recurring

norecurring

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 繰り返しはディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード IP SLAスケジュールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、recurringコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# recurring
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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reply dscp
エコー応答パケットで使用されるDifferentiated Services Codepoint（DSCP）値を指定するには、適
切なコンフィギュレーションモードで reply dscpコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

replydscpdscp-bits

noreplydscp

___________________
構文の説明

エコー要求パケットに対する DSCP値。有効値の範囲は 0～ 63です。

数値の代わりに、EF（緊急転送）やAF11（保証転送クラスAF11）などの予約
されたキーワードを指定できます。

dscp-bits

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作でエコー応答として送信される IPv4 UDPパケット
のヘッダーで使用される DCSP値を設定するには、reply dscpコマンドを使用します。

DSCP値は、1バイトの IPタイプオブサービス（ToS）フィールドの最上位 6ビットで構成され
ています。これらのビットにより、中継 LSRノードがエコー応答パケットに提供する Quality of
Service（QoS）処理（Per-Hop Behavior）が決定されます。 6ビットの DSCPフィールドに割り当
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てた値に応じてパケットが分類および処理される仕組みについては、次のURLの「TheDifferentiated
Services Model (DiffServ)」を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6610/products_data_sheet09186a00800a3e30.html

IP SLA動作モードで reply dscpコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作のエ
コー応答のヘッダーに対して機能します。 IP SLAMPLS LSPモニタモードで reply dscpコマンド
が使用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているす
べての動作のエコー応答のヘッダーに対して機能します。この設定は、自動的に作成されるすべ

ての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、reply dscpコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# reply dscp 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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reply mode
エコー要求に応答する方法を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで reply mode
コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

replymode{control-channel| router-alert}

noreplymode

___________________
構文の説明

制御チャネルの方法によって応答するようにエコー要求を設定します。

このオプションは、IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレー
ションモードだけで使用できます。

（注）

control-channel

IPルータアラートを使用した IPv4 UDPパケットとして応答するように
エコー要求を設定します。

router-alert

___________________
コマンドデフォルト エコー要求パケットに対するデフォルトの応答モードは、IPルータアラートが設定されていない

IPv4 UDPパケットです。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLSLSPping動作で、制御チャネルを通してエコー応答パケットを送信するには、control-channel
キーワードを指定して replymodeコマンドを使用します。ターゲットが疑似回線に設定されてい
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ない場合は、control-channelキーワードの設定は拒否されます。ターゲットの設定の詳細につい
ては、target pseudowireコマンドを参照してください。

MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作でのエコー応答パケットの応答モードを設定する
には、router-alertキーワードを指定して reply modeコマンドを使用します。このコマンドを入
力すると、エコー応答パケットは、UDPパケットヘッダーの IPルータアラートオプションを使
用した IPv4 UDPパケットとして応答するように設定されます。

IP SLA動作モードで replymodeコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作のエ
コー応答パケットの応答モードが設定されます。 IP SLA MPLS LSPモニタモードで reply mode
コマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられ
ているすべての動作のエコー応答パケットの応答モードが設定されます。この設定は、自動的に

作成されるすべての LSP動作に継承されます。

ルータアラート応答モードでは、エコー応答パケットが宛先に戻る場合に、中間ホップごとに中

継LSRルータによって特別な処理が実行されるように強制されます。この応答モードはコストが
かかるため、デフォルトの応答モードを使用してもヘッドエンドのルータがエコー応答を受信し

ない場合だけに使用することを推奨します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、router-alertキーワードを指定した reply modeコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# reply mode router-alert

次の例では、control-channelキーワードを指定した reply modeコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# target pseudowire 192.168.1.4 4211
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# reply mode control-channel

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

106 OL-26516-02-J  

IP サービスレベル契約コマンド
reply mode



説明コマンド

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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samples
IP SLA ICMPパスエコー動作の履歴テーブルで保持されるホップエントリ数を設定するには、IP
SLA動作 ICMPパスエコー履歴コンフィギュレーションモードで samplesコマンドを使用しま
す。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

samplessample-count

nosamples

___________________
構文の説明 IP SLA ICMPパスエコー動作の履歴テーブルで保持される履歴サンプ

ル数。範囲は 1～ 30です。
sample-count

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 16です。

___________________
コマンドモード IP SLA動作 ICMPパスエコー履歴コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

samplesコマンドは、IP SLA ICMPパスエコー動作を設定する場合だけにサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、samplesコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)# history
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-hist)# samples 30

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IPSLA動作のライフタイム中に保持される履歴
バケットの数を設定します。

buckets（履歴）, （12ページ）

IPSLA動作の履歴テーブルに保持される情報の
タイプを定義します。

filter, （33ページ）

IP SLA動作の履歴パラメータを設定します。history, （39ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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scan delete-factor
MPLS LSPモニタ（MPLSLM）インスタンスが削除対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータを検
索する頻度を指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで scan delete-factorコマンド
を使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

scandelete-factorfactor-value

noscandelete-factor

___________________
構文の説明

スキャンインターバルとかける定数を指定し、MPLS LSPモニタインスタン
スが、有効ではなくなったプロバイダーエッジ（PE）ルータを削除する頻度
を決定します。範囲は 0～ 2147483647です。

factor-value

___________________
コマンドデフォルト factor-value：1

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

scan delete-factorコマンドは、自動的な PEの削除で使用する定数値を指定します。指定された
factor-valueにスキャンインターバルを乗算して得られた頻度で、MPLS LSPモニタリングインス
タンスが未検出の PEを削除します。 scan delete factorでゼロ（0）を指定した場合、有効ではなく
なったプロバイダーエッジ（PE）ルータは削除されません。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、scan delete-factorコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# scan delete-factor 214

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLAMPLSLSPモニタインスタンスを設定し
ます。

monitor, （62ページ）

MPLSLMインスタンスがスキャンキューで更
新の有無をチェックする頻度を指定します。

scan interval, （112ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 111

IP サービスレベル契約コマンド
scan delete-factor



scan interval
MPLS LSPモニタ（MPLSLM）インスタンスがスキャンキューで更新をチェックする頻度を指定
するには、適切なコンフィギュレーションモードで scan intervalコマンドを使用します。デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

scanintervalscan-interval

noscaninterval

___________________
構文の説明

プロバイダーエッジ（PE）ルータが更新するインターバル。範囲は1
～ 70560です。

scan-interval

___________________
コマンドデフォルト interval：240分

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS LSPモニタリングインスタンスがスキャンキューで PEの更新をチェックする頻度値を分
単位で指定するには、scan intervalコマンドを使用します。 PEディスカバリからの更新はただち
に処理されずスキャンキューに保存され、この値で指定された定期的なインターバルで一括処理

されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、scanコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# scan interval 120

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

MPLSLMインスタンスが削除対象の PEルータ
を検索する頻度を指定します。

scan delete-factor, （110ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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schedule monitor
MPLS LSPモニタリングインスタンスをスケジューリングするには、IP SLA LSPモニタコンフィ
ギュレーションモードで schedulemonitorコマンドを使用します。モニタリングインスタンスの
スケジュールを解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

schedulemonitormonitor-id

noschedulemonitor[ monitor-id ]

___________________
構文の説明

スケジューリングするモニタリングインスタンスの数。範囲は 1～
2048です。

monitor-id

___________________
コマンドデフォルト スケジュールは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

schedule monitorコマンドを使用すると、IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーションモー
ドが開始されます。このモードでは、MPLSLSPモニタインスタンスについて、目的のスケジュー
ルパラメータを設定できます。これにより、指定されたモニタインスタンスに対して作成され

たすべての動作の実行がスケジューリングされます。

設定済みのすべてのスケジューラを削除するには、monitor-id引数を指定せずにnoschedulemonitor
コマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、schedule monitorコマンドのアクセス方法および使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# schedule monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

LSPグループおよび動作の開始がスケジューリ
ングされる頻度のインターバルを設定します。

frequency（IP SLA）, （37ページ）

すべての LSP動作の開始または実行がスケ
ジューリングされる合計時間を設定します。

schedule period, （118ページ）

動作が開始される時刻を決定します。start-time , （158ページ）
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schedule operation
スケジュールコンフィギュレーションモードを開始するには、IP SLAコンフィギュレーション
モードで schedule operationコマンドを使用します。スケジューラを削除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

scheduleoperationoperation-number

noscheduleoperationoperation-number

___________________
構文の説明 IP SLA動作のスケジューリングに使用される設定番号またはスケ

ジュール番号。範囲は 1～ 2048です。
operation-number

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLAコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

schedule operationコマンドを使用すると、IP SLAスケジュールコンフィギュレーションモード
が開始されます。さまざまなスケジュール設定パラメータを設定して、動作をスケジューリング

できます。動作がスケジューリングされると、設定された期間が期限切れになるまで、情報の収

集を続けます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、ipsla schedule operationコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

アクティブに情報を収集していない場合に、動

作をメモリ内に保持する秒数を指定します。

ageout, （10ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

実行時間の長さを指定します。life, （48ページ）

動作が毎日指定された時刻に自動的に開始さ

れ、指定された期間実行されるように示しま

す。

recurring, （101ページ）

動作が開始される時刻を決定します。start-time , （158ページ）
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schedule period
すべての LSP動作の開始または実行がスケジューリングされる合計時間を設定するには、IP SLA
MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーションモードで schedule periodコマンドを使
用します。スケジューラを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

scheduleperiodseconds

noscheduleperiod

___________________
構文の説明

ラベルスイッチドパス（LSP）の実行がスケジューリングされる合計時間
（秒単位）。範囲は 1～ 604800です。

seconds

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

すべての LSP動作の実行を開始するようにスケジューリングされる合計時間を秒単位で指定する
には、schedule periodコマンドを使用します。すべての LSP動作は、スケジュール期間中を通し
て均等の間隔でスケジューリングされます。

たとえば、スケジュール期間が 600秒で、60個の動作をスケジューリングする場合、10秒のイン
ターバルでスケジューリングされます。

動作のセット全体が実行される頻度を指定するには、frequencyコマンドを指定します。頻度の
値は、スケジュール期間以上である必要があります。

スケジュール期間を設定しない限り、MPLS LSPモニタリングは開始できません。MPLS LSPモ
ニタリングは、start-timeコマンドを使用して開始します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、schedule periodコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# schedule monitor 20
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)# schedule period 6000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

LSPグループおよび動作の開始がスケジューリ
ングされる頻度のインターバルを設定します。

frequency（IP SLA）, （37ページ）

動作が開始される時刻を決定します。start-time , （158ページ）
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show ipsla application
IP SLAアプリケーションの情報を表示するには、EXECモードで show ipsla applicationコマンド
を使用します。

showipslaapplication

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla applicationコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla application

Estimated system max number of entries: 2048
Number of Entries configured: 1
Number of active Entries : 0
Number of pending Entries : 0
Number of inactive Entries : 1

Supported Operation Types: 7
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Type of Operation: ICMP ECHO
Type of Operation: ICMP PATH JITTER
Type of Operation: ICMP PATH ECHO
Type of Operation: UDP JITTER
Type of Operation: UDP ECHO
Type of Operation: MPLS LSP PING
Type of Operation: MPLS LSP TRACE

Number of configurable probes : 2047
SA Agent low memory water mark: 20480 (KB)

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 1：show ipsla application のフィールドの説明

説明フィールド

システムで設定されている動作の最大数。

low-memoryの設定済みパラメータと、システ
ムで利用可能なメモリが示されます。

Estimated system max number of entries

アクティブステート、保留中ステート、および

非アクティブステートなど、設定済みエントリ

の合計数。

Number of Entries configured

アクティブステートのエントリ数。アクティ

ブなエントリとは、スケジューリング済みで、

存続期間がすでに開始されているエントリを指

します。

Number of active Entries

保留中ステートのエントリ数。保留中のエント

リとは、将来の開始日時がスケジューリングさ

れているエントリを指します。このようなエン

トリは、最初の存続期間が開始されていない

か、繰り返しが設定されていて、その存続期間

の 1つが完了したエントリです。

Number of pending Entries

非アクティブステートのエントリ数。非アク

ティブなエントリには、開始日時がスケジュー

リングされていません。開始日時のスケジュー

リングが行われていないか、存続期間が期限切

れになっています。また、繰り返しが設定され

ていないエントリです。

Number of inactive Entries

システムでサポートされている動作のタイプ。Supported Operation Types

設定可能な残りのエントリ数。この数字は推定

値に過ぎず、利用可能なリソースに従い、時間

の経過に伴って変化する場合があります。

Number of configurable probes
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説明フィールド

最小限のシステムで利用可能なメモリ。この容

量を下回ると、IPSLA機能による動作の設定は
行われません。

SA Agent low memory water mark

___________________
関連コマンド

説明コマンド

メモリの下限値を設定します。low-memory, （52ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）
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show ipsla history
すべての IP SLA動作または指定された動作に対して収集された履歴を表示するには、EXECモー
ドで show ipsla historyコマンドを使用します。

showipslahistory[ operation-number ]

___________________
構文の説明

（任意）IP SLA動作の数。operation-number

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

デフォルトでは、履歴統計情報は収集されません。 show ipsla historyコマンドを使用して任意の
データを表示するには、履歴の収集を設定する必要があります。

次の表に、show ipsla historyコマンドで使用される応答の戻り値を示します。

表 2：show ipsla history コマンドの応答の戻り値

説明コード

OK1

切断2

しきい値超過3

タイムアウト4
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説明コード

ビジー5

未接続6

ドロップ7

シーケンスエラー8

検証エラー9

アプリケーション固有10

デフォルトの表形式が使用されている場合、応答の戻り値の説明が、コードとして [Sense]列に表
示されます。 [Sense]フィールドは、常に戻りコードとして使用されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla historyコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla history 1

Point by point History
Multiple Lines per Entry

Line 1:
Entry = Entry number
LifeI = Life index
BucketI = Bucket index
SampleI = Sample index
SampleT = Sample start time
CompT = RTT (milliseconds)
Sense = Response return code
Line 2 has the Target Address
Entry LifeI BucketI SampleI SampleT CompT Sense TargetAddr
1 0 0 0 1134419252539 9 1 192.0.2.6
1 0 1 0 1134419312509 6 1 192.0.2.6
1 0 2 0 1134419372510 6 1 192.0.2.6
1 0 3 0 1134419432510 5 1 192.0.2.6

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 3：show ipsla history のフィールドの説明

説明フィールド

エントリ番号。Entry number

存続期間のインデックス。LifeI

バケットのインデックス。BucketI

サンプルのインデックス。SampleI

サンプルの開始日時。SampleT

完了時間（ミリ秒単位）。CompT

応答の戻りコード。Sense

中間ホップデバイスまたは宛先デバイスの IP
アドレス。

TargetAddr

___________________
関連コマンド

説明コマンド

すべての IP SLA動作または指定された動作の
統計情報エラーを表示します。

show ipsla statistics aggregated, （141ページ）
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show ipsla mpls discovery vpn
MPLS VPNネットワークの BGPネクストホップディスカバリデータベースに関連するルーティ
ング情報を表示するには、EXECモードで show ipsla mpls discovery vpnコマンドを使用します。

showipslamplsdiscoveryvpn

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla mpls discovery vpnコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls discovery vpn

Next refresh after: 46 seconds

BGP next hop Prefix VRF PfxCount
192.255.0.4 192.255.0.4/32 red 10

blue 5
green 7

192.255.0.5 192.255.0.5/32 red 5
green 3
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192.254.1.6 192.254.1.0/24 yellow 4

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 4：show ipsla mpls discovery vpn のフィールドの説明

説明フィールド

BGPネクストホップネイバーの ID。BGP next hop

MPLS LSP pingまたはトレース動作によって使
用される BGPネクストホップネイバーの IPv4
Forward Equivalence Class（FEC;転送等価クラ
ス）。

Prefix

指定されたBGPネクストホップネイバーのルー
ティングエントリを含む Virtual Routing and
Forwarding Instances（VRF;仮想ルーティング/
転送インスタンス）の名前。

VRF

指定された BGPネクストホップネイバーの
VRFに参加しているルーティングエントリの
数。

PfxCount

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 127

IP サービスレベル契約コマンド
show ipsla mpls discovery vpn



show ipsla mpls lsp-monitor lpd
LSP Path Discovery（LPD; LSPパスディスカバリ）の動作ステータスを表示するには、EXECモー
ドで show ipsla mpls lsp-monitor lpdコマンドを使用します。

showipslamplslsp-monitorlpd{statistics[group-ID| aggregatedgroup-ID]| summarygroup}

最新のLPD開始日時、戻りコード、完了時間、
およびパスなど、指定された LPDグループの
統計情報を表示します。

statistics group-ID

LPDグループの集約された統計情報を表示しま
す。

aggregated group-ID

LPD開始日時、戻りコード、完了時間、および
すべての ECMPパス情報を含めた現在の LPD
動作ステータスを表示します。

summary group- ID

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

集約されたグループ IDでは、最大で 2つのバケットが許可されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor
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___________________
例 show ipsla mpls lsp-monitor lpd statisticsコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls lsp-monitor lpd statistics 10001

Group ID: 100001
Latest path discovery start time : 00:41:01.129 UTC Sat Dec 10 2005
Latest path discovery return code : OK
Latest path discovery completion time (ms): 3450
Completion Time Values:
NumOfCompT: 1 CompTMin: 3450 CompTMax : 3450 CompTAvg: 3450

Number of Paths Values:
NumOfPaths: 10 MinNumOfPaths: 10 MaxNumOfPaths: 10

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 5：show ipsla mpls lsp-monitor lpd statistics のフィールドの説明

説明フィールド

LPDグループの ID番号。Group ID

LPDの開始日時。Latest path discovery start time

LPDの戻りコード。Latest path discovery return code

LPDの完了時間。Latest path discovery completion time

完了時間数のサンプルおよび最小完了時間で構

成された完了時間の値。

Completion Time Values

最小パス数および最大パス数で構成されたパス

数の値。

Number of Paths Values
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show ipsla mpls lsp-monitor scan-queue
MPLSラベルスイッチドパス（LSP）モニタインスタンスへの追加またはインスタンスからの削
除を待機している BGPネクストホップアドレスの情報を表示するには、EXECモードで show
ipsla mpls lsp-monitor scan-queueコマンドを使用します。

showipslamplslsp-monitorscan-queue[ monitor-id ]

___________________
構文の説明

（任意）IP SLA MPLS LSPモニタインスタンスの数。monitor-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

monitor-id引数が指定されていない場合、すべてのMPLSLSPモニタインスタンスに対してスキャ
ンキューが表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla mpls lsp-monitor scan-queueコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls lsp-monitor scan-queue 1
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IPSLA MPLS LSP Monitor : 1

Next scan Time after : 23 seconds
Next Delete scan Time after: 83 seconds

BGP Next hop Prefix Add/Delete?
192.255.0.2 192.255.0.2/32 Add
192.255.0.3 192.255.0.5/32 Delete

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 6：show ipsla responder statistics port のフィールドの説明

説明フィールド

モニタの ID。IPSLA MPLS LSP Monitor

BGPネクストホップネイバーの追加について
MPLS LSPモニタインスタンスがスキャン
キューのチェックを実行するまでの時間。各ス

キャン時間の開始時に、新たに検出されたすべ

てのネイバーに対して IP SLA動作が作成され
ます。

Next scan Time after

BGPネクストホップネイバーの削除について
MPLS LSPモニタインスタンスがスキャン
キューのチェックを実行するまでの残り時間。

各削除スキャン時間の開始時に、有効ではなく

なったネイバーの IPSLA動作が削除されます。

Next delete Time after

BGPネクストホップネイバーの ID。BGP next hop

使用される BGPネクストホップネイバーの
IPv4 Forward Equivalence Class（FEC;転送等価
クラス）。

Prefix

指定された BGPネクストホップネイバーが追
加または削除されることを示します。

Add/Delete
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show ipsla mpls lsp-monitor summary
指定されたMPLS LSPモニタ（MPLSLM）インスタンスによって自動的に作成された動作のリス
トを表示するには、EXECモードで show ipslampls lsp-monitor summaryコマンドを使用します。

showipslamplslsp-monitorsummary[monitor-id[group[groupid]]]

___________________
構文の説明

（任意）指定されたMPLSLMインスタンスによって自動的に作成された
LSPグループ、ping、およびトレース動作のリストを表示します。

monitor-id

（任意）指定されたLSPグループ内でECMPパスディスカバリによって
検出された ECMP LSPを表示します。

group group-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipsla mpls lsp-monitor summaryコマンドは、指定されたMPLS LSPモニタインスタンスに
よって自動的に作成されたLSP動作のリストを表示します。また、各動作の現在のステータスと
最新の動作時間も表示します。

monitor-id引数が指定されていない場合、すべてのMPLS LSPモニタインスタンスに対して動作
のリストが表示されます。

groupオプションを指定した show ipsla mpls lsp-monitor summaryコマンドは、指定された LSP
Path Discovery（LPD; LSPパスディスカバリ）によって自動的に検出された ECMPパスのリスト
を表示します。また、このコマンドにオプションを指定することで、現在のステータス、成功

数、失敗数、直前のRoundTrip Time（RTT;ラウンドトリップ時間）、および各パスの最新の動作
時間が表示されます。
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group-id引数が指定されていない場合、MPLS LSPモニタインスタンスによって作成されたすべ
ての動作に対してパスのリストが表示されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla mpls lsp-monitor summaryコマンドの出力例は、次のとおりです。MPLS LSP ping動作

が LSP Verification（LSPV; LSP検証）プロセスからのタイムアウト応答の受信を待機している場
合、この出力には保留中ステータスが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls lsp-monitor summary 1

MonID Op/GrpID TargetAddress Status Latest Operation Time
1 100001 192.255.0.4/32 up 19:33:37.915 EST Mon Feb 28 2005
1 100002 192.255.0.5/32 down 19:33:47.915 EST Mon Feb 28 2005
1 100003 192.255.0.6/32 pending 19:33:35.915 EST Mon Feb 28 2005

次の出力例には、タイムアウト応答受信後のダウンステータスが表示されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls lsp-monitor summary 1

MonID Op/GrpID TargetAddress Status Latest Operation Time
1 100001 193.100.0.1/32 down 12:47:16.417 PST Tue Oct 23 2007
1 100002 193.100.0.2/32 partial 12:47:22.418 PST Tue Oct 23 2007
1 100003 193.100.0.3/32 partial 12:47:22.429 PST Tue Oct 23 2007
1 100004 193.100.0.4/32 down 12:47:16.429 PST Tue Oct 23 2007
1 100005 193.100.0.5/32 down 12:47:21.428 PST Tue Oct 23 2007

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 7：show ipsla mpls lsp-monitor summary のフィールドの説明

説明フィールド

モニタの ID。MonID

このMPLSLSPモニタインスタンスによって作
成された動作の ID。

Op/GrpID

この動作によって使用される IPv4 Forward
Equivalence Class（FEC;転送等価クラス）。

TargetAddress
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説明フィールド

パスのステータス。値は次のとおりです。

• up：最新の動作サイクルが正常であったこ
とを示します。

• down：最新の動作サイクルが正常ではな
かったことを示します。

• pending：最新の動作サイクルが LSP ping
またはトレースの応答を待機していること

を示します。

Status

最新の動作サイクルが発行された時刻。Latest Operation Time

show ipsla mpls lsp-monitor summary groupコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla mpls lsp-monitor summary 1 group 100001

GrpID LSP-Selector Status Failure Success RTT Latest Operation Time
100001 127.0.0.13 up 0 78 32 20:11:37.895 EST Feb 28 2005
100001 127.0.0.15 retry 1 77 0 20:11:37.995 EST Feb 28 2005
100001 127.0.0.16 up 0 78 32 20:11:38.067 EST Feb 28 2005
100001 127.0.0.26 up 0 78 32 20:11:38.175 EST Feb 28 2005

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 8：show ipsla mpls lsp-monitor summary group のフィールドの説明

説明フィールド

このMPLSLSPモニタインスタンスによって作
成されたグループ ID。

GrpID

LSPセレクタのアドレス。LSP-Selector
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説明フィールド

パスのステータス。値は次のとおりです。

• up：すべてのパスが正常であったことを示
します。

• down：すべてのパスが正常ではなかった
ことを示します。

• partial：一部のパスだけが正常であったこ
とを示します。

• unknown：一部（またはすべて）のパスが
単一の LSPエコー要求を完了できなかっ
たために、グループのステータスを識別で

きないことを示します。

Status

失敗数。Failure

成功数。Success

パスに対する最新のLSPエコー要求のミリ秒単
位のラウンドトリップ時間（RTT）。

RTT

パスに対して最新の動作サイクルが発行された

時刻。

Latest Operation Time
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show ipsla responder statistics ports
応答側の現在アクティブなポートによって受信または処理されたプローブの数を表示するには、

EXECモードで show ipsla responder statistics portsコマンドを使用します。

showipslaresponderstatisticsports

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipsla responder statistics portコマンドの出力は、応答側で非永続的なポートが使用されてい
る特定のインターバルに対してだけ使用できます。これは、各動作サイクルの終了後に、応答側

が非永続的なポートを閉じるためです。ただし、永続的なポートと非永続的なポートの両方が使

用されている場合、出力には永続的なポートの行が常に表示されます。非永続的なポートの行

は、コマンドが発行された瞬間に非永続的なポートがイネーブルになっている場合だけに表示さ

れます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor
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___________________
例 show ipsla responder statistics portコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla responder statistics port

Port 12709 Local Address 192.0.2.8 NumberOfProbes 2

Port 12213 Local Address 192.0.2.8 NumberOfProbes 1

Port 55690 Local Address 192.0.2.8 NumberOfProbes 376

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 9：show ipsla responder statistics port のフィールドの説明

説明フィールド

応答側がプローブパケットを待機するポート番

号。

Port

応答側がプローブパケットを待機する IPアド
レス。

Local Address

制御パケットとプローブパケットの両方につい

て、応答側が受信したパケット数。

NumberOfProbes
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show ipsla statistics
IP SLA動作の動作データと最新の統計情報を表形式で表示するには、EXECモードで show ipsla
statisticsコマンドを使用します。

showipslastatistics[ operation-number ]

___________________
構文の説明

（任意）最新の統計情報を表示する対象となる動作。範囲は 1～
2048です。

operation-number

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla statisticsコマンドの出力は、動作タイプによって異なります。 ICMPエコー動作に対す

る show ipsla statisticsコマンドの出力例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics 100025

Entry number: 100025
Modification time: 00:36:58.602 UTC Sat Dec 10 2007
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Start time : 00:36:58.605 UTC Sat Dec 10 2007
Number of operations attempted: 5
Number of operations skipped : 0
Current seconds left in Life : Forever
Operational state of entry : Active
Connection loss occurred : FALSE
Timeout occurred : FALSE
Latest RTT (milliseconds) : 3
Latest operation start time : 00:41:01.129 UTC Sat Dec 10 2007
Latest operation return code : OK
RTT Values:
RTTAvg : 71 RTTMin: 71 RTTMax : 71
NumOfRTT: 1 RTTSum: 71 RTTSum2: 729

Path Information:
Path Path LSP Outgoing Nexthop Downstream
Idx Sense Selector Interface Address Label Stack
1 1 127.0.0.13 PO0/2/5/0 192.12.1.2 38
2 1 127.0.0.6 PO0/2/5/0 192.12.1.2 38
3 1 127.0.0.1 PO0/2/5/0 192.12.1.2 38
4 1 127.0.0.2 PO0/2/5/0 192.12.1.2 38
5 1 127.0.0.13 PO0/2/5/1 192.12.2.2 38
6 1 127.0.0.6 PO0/2/5/1 192.12.2.2 38
7 1 127.0.0.1 PO0/2/5/1 192.12.2.2 38
8 1 127.0.0.2 PO0/2/5/1 192.12.2.2 38
9 1 127.0.0.4 Gi0/2/0/0 192.15.1.2 38
10 1 127.0.0.5 Gi0/2/0/0 192.15.1.2 38

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 10：show ipsla statistics のフィールドの説明

説明フィールド

エントリ番号。Entry number

最後に動作が変更された日時。Modification time

動作が開始された日時。Start time

発行された動作サイクルの数。Number of operations attempted

設定されたインターバルを超過して延長された

サイクルが発生したために発行されなかった動

作サイクルの数。

Number of operations skipped

動作が実行を停止するまでの残り時間。Current seconds left in Life

アクティブステート、保留中ステート、または

非アクティブステートなど、動作のステート。

Operational state of entry

接続の切断エラーが発生したかどうか。Connection loss occurred

タイムアウトエラーが発生したかどうか。Timeout occurred

最新の RTTサンプルの値。Latest RTT (milliseconds)

最新の動作サイクルが発行された時刻。Latest operation start time
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説明フィールド

最新の動作サイクルの戻りコード。Latest operation return code

最新のサイクルで観察された平均 RTT値。RTTAvg

最新のサイクルで観察された最小 RTT値。RTTMin

最新のサイクルで観察された最大 RTT値。RTTMax

正常なラウンドトリップの数。NumOfRTT

すべての正常なラウンドトリップ値の合計（ミ

リ秒単位）。

RTTSum

ラウンドトリップ値の 2乗の合計（ミリ秒単
位）。

RTTSum2

パスインデックス番号。Path Idx

パスに対する応答の戻りコード（show ipsla
historyコマンドの表 2：show ipsla historyコマ
ンドの応答の戻り値,（123ページ）を参照）。

Path Sense

パスの LSPセレクタのアドレス。LSP Selector

パスの発信インターフェイス。Outgoing Interface

パスのネクストホップアドレス。Nexthop Address

パスのMPLSラベルスタック。Downstream Label Stack

___________________
関連コマンド

説明コマンド

すべての IP SLA動作または指定された動作の
統計情報エラーを表示します。

show ipsla statistics aggregated, （141ページ）
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show ipsla statistics aggregated
すべての IP SLA動作または指定された動作の時間ごとの統計情報を表示するには、EXECモード
で show ipsla statistics aggregatedコマンドを使用します。

showipslastatisticsaggregated[detail][ operation-number ]

___________________
構文の説明

詳細情報を表示します。detail

（任意）IP SLA動作の数。範囲は 1～ 2048です。operation-number

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipsla statistics aggregatedコマンドは、失敗した動作の数や失敗した理由などの情報を表示し
ます。 bucketsコマンド（hourlyキーワードを指定した statisticsコマンド）で異なる時間を設定
していない限り、show ipsla statistics aggregatedコマンドは過去 2時間で収集された情報を表示し
ます。

UDPジッタ動作に対して計算される単一方向の遅延およびジッタ動作の場合、ローカルおよび宛
先デバイスのクロックは、NTPまたはGPSシステムを使用して同期する必要があります。クロッ
クが同期されていない場合、単一方向の測定値は廃棄されます。 Source to Destination（SD;送信
元から宛先）値および Destination to Source（DS;宛先から送信元）値の合計がラウンドトリップ
時間の 10%以内に収まっていない場合、単一方向の測定値は問題があるものと見なされ、廃棄さ
れます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor

___________________
例 show ipsla statistics aggregatedコマンドの出力は、動作タイプによって異なります。 show ipsla

statistics aggregatedコマンドの出力例（UDPエコー動作の集約された統計情報）は、次のとおり
です。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics aggregated 1

Entry number: 1
Hour Index: 0

Start Time Index: 21:02:32.510 UTC Mon Dec 12 2005
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 0
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0
RTT Values:
RTTAvg : 6 RTTMin: 4 RTTMax : 38
NumOfRTT: 36 RTTSum: 229 RTTSum2: 2563

動作 10が UDPジッタ動作の場合の show ipsla statistics aggregatedコマンドの出力例は、次のと
おりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics aggregated 10

Entry number: 10
Hour Index: 0

Start Time Index: 00:35:07.895 UTC Thu Mar 16 2006
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 0
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0
RTT Values:
RTTAvg : 14 RTTMin: 2 RTTMax : 99
NumOfRTT: 70 RTTSum: 1034 RTTSum2: 60610

Packet Loss Values:
PacketLossSD : 0 PacketLossDS: 0
PacketOutOfSequence: 0 PacketMIA : 0
PacketLateArrival : 0
Errors : 0 Busies : 0

Jitter Values :
MinOfPositivesSD: 1 MaxOfPositivesSD: 19
NumOfPositivesSD: 17 SumOfPositivesSD: 65
Sum2PositivesSD : 629
MinOfNegativesSD: 1 MaxOfNegativesSD: 16
NumOfNegativesSD: 24 SumOfNegativesSD: 106
Sum2NegativesSD : 914
MinOfPositivesDS: 1 MaxOfPositivesDS: 7
NumOfPositivesDS: 17 SumOfPositivesDS: 44
Sum2PositivesDS : 174
MinOfNegativesDS: 1 MaxOfNegativesDS: 8
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NumOfNegativesDS: 24 SumOfNegativesDS: 63
Sum2NegativesDS : 267
Interarrival jitterout: 0 Interarrival jitterin: 0

One Way Values :
NumOfOW: 0
OWMinSD : 0 OWMaxSD: 0 OWSumSD: 0
OWSum2SD: 0
OWMinDS : 0 OWMaxDS: 0 OWSumDS: 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 11：show ipsla statistics aggregated のフィールドの説明

説明フィールド

前にスケジューリングされた実行が完了してい

ないために動作を開始できない回数。

Busies

エントリ番号。Entry Number

パスインデックスのホップ。Hop in Path Index

内部エラーの数。Errors

指定された行に表示されるジッタ統計情報。

ジッタとは、パケット間遅延のずれを表しま

す。

Jitter Values

収集されたジッタサンプルの数。サンプル数

は、ジッタ統計情報の計算に使用されます。

NumOfJitterSamples

切断によって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Disconnect

タイムアウトによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Timeout

ビジーエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Busy

制御接続を確立できなかったことを表すエ

ラー。

Number of Failed Operations due to a No Connection

内部エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to an Internal Error

シーケンスエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Sequence Error

検証エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Verify Error

発信元から宛先への負の最大ジッタ値。絶対値

が示されます。

MaxOfNegativesSD
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説明フィールド

発信元から宛先への最大ジッタ値（ミリ秒単

位）。

MaxOfPositivesSD

宛先から発信元への最大ジッタ値（ミリ秒単

位）。

MaxOfPositivesDS

宛先から発信元への負の最大ジッタ値。絶対値

が示されます。

MaxOfNegativesDS

宛先から発信元への最小ジッタ値（ミリ秒単

位）。

MinOfPositivesDS

発信元から宛先への負の最小ジッタ値。絶対値

が示されます。

MinOfNegativesSD

発信元から宛先への最小ジッタ値（ミリ秒単

位）。

MinOfPositivesSD

宛先から発信元への負の最小ジッタ値。絶対値

が示されます。

MinOfNegativesDS

正常な単一方向の時間測定の数。NumOfOW

宛先から発信元への負のジッタ値の数（2つの
テストパケットで連続して減少しているネット

ワーク遅延など）。

NumOfNegativesDS

発信元から宛先への負のジッタ値の数（2つの
テストパケットで連続して減少しているネット

ワーク遅延など）。

NumOfNegativesSD

宛先から発信元への正のジッタ値の数（2つの
テストパケットで連続して増加しているネット

ワーク遅延など）。

NumOfPositivesDS

発信元から宛先への正のジッタ値の数（2つの
テストパケットで連続して増加しているネット

ワーク遅延など）。

NumOfPositivesSD

正常なラウンドトリップの数。NumOfRTT
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説明フィールド

指定された行に表示される単一方向の測定の統

計情報。OneWay（OW;単一方向）の値は、パ
ケットが発信元ルータから宛先ルータまで、ま

たは宛先ルータから発信元ルータまで移動する

のにかかった時間の合計です。

One Way Values

宛先から発信元への最大時間。OWMaxDS

発信元から宛先への最大時間。OWMaxSD

宛先から発信元への最小時間。OWMinDS

発信元から宛先への最小時間。OWMinSD

宛先から発信元への単一方向遅延値の合計。OWSumDS

発信元から宛先への単一方向遅延値の合計。OWSumSD

宛先から発信元への単一方向遅延値の 2乗の合
計。

OWSum2DS

発信元から宛先への単一方向遅延値の 2乗の合
計。

OWSum2SD

タイムアウト後に到着したパケットの数。PacketLateArrival

宛先から送信元（DS）で失われたパケットの
数。

PacketLossDS

送信元から宛先（SD）で失われたパケットの
数。

PacketLossSD

SD方向かDS方向かを特定できない状況で失わ
れたパケットの数。

PacketMIA

誤った順序で戻されたパケットの数。PacketOutOfSequence

パスインデックス。Path Index

宛先のポート番号。Port Number

すべての正常なラウンドトリップ値の合計（ミ

リ秒単位）。

RTTSum
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説明フィールド

ラウンドトリップ値の 2乗の合計（ミリ秒単
位）。

RTTSum2

指定された行に表示されるラウンドトリップ時

間の統計情報。

RTT Values

開始日時（ミリ秒単位）。Start Time

1時間のインターバルについて集計された統計
情報。この値は、表示されている1時間のイン
ターバルの開始日時を示します。

Start Time Index

宛先から発信元への正のジッタ値の合計。SumOfPositivesDS

発信元から宛先への正のジッタ値の合計。SumOfPositivesSD

宛先から発信元への負のジッタ値の合計。SumOfNegativesDS

発信元から宛先への負のジッタ値の合計。SumOfNegativesSD

宛先から発信元への正のジッタ値の 2乗の合
計。

Sum2PositivesDS

発信元から宛先への正のジッタ値の 2乗の合
計。

Sum2PositivesSD

宛先から発信元への負のジッタ値の 2乗の合
計。

Sum2NegativesDS

発信元から宛先への負のジッタ値の 2乗の合
計。

Sum2NegativesSD

宛先の IPアドレスTarget Address

show ipsla statistics aggregated detailコマンドの出力は、動作タイプによって異なります。出力が
複数の行に分割されている場合、show ipsla statistics aggregated detailコマンドの表形式での出力
例は、次のとおりです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics aggregated detail 2

Captured Statistics
Multiple Lines per Entry

Line1:
Entry = Entry number
StartT = Start time of entry (hundredths of seconds)
Pth = Path index
Hop = Hop in path index
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Dst = Time distribution index
Comps = Operations completed
SumCmp = Sum of RTT (milliseconds)

Line2:
SumCmp2H = Sum of RTT squared high 32 bits (milliseconds)
SumCmp2L = Sum of RTT squared low 32 bits (milliseconds)
TMax = RTT maximum (milliseconds)
TMin = RTT minimum (milliseconds)

Entry StartT Pth Hop Dst Comps SumCmp
SumCmp2H SumCmp2L TMax TMin

2 1134423910701 1 1 0 12 367
0 1231 6 6

2 1134423851116 1 1 1 2 129
0 2419 41 41

2 1134423070733 1 1 2 1 101
0 1119 16 16

2 0 1 1 3 0 0
0 0 0 0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 12：show ipsla statistics aggregated detail のフィールドの説明

説明フィールド

エントリ番号。Entry

エントリの開始日時（100分の 1秒単位）。StartT

パスインデックス。Pth

パスインデックスのホップ。Hop

時分散インデックス。Dst

完了した動作の数。Comps

完了時間の合計（ミリ秒単位）。SumCmp

完了時間の下位 32ビットの 2乗の合計（ミリ
秒単位）。

SumCmp2L

完了時間の上位 32ビットの 2乗の合計（ミリ
秒単位）。

SumCmp2H

最大完了時間（ミリ秒単位）。TMax

最小完了時間（ミリ秒単位）。TMin

パスディスカバリ動作がイネーブルの場合の show ipsla statistics aggregatedコマンドの出力例は、
次のとおりです。
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時間ごとのインデックスに続くデータは、特定の時間単位のインターバルにおけるグループ内の

すべてのパスについて集約されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics aggregated 100041

Entry number: 100041

Hour Index: 13

<The following data after the given hourly index is aggregated for all paths in the group
during the given hourly interval.>

Start Time Index: 12:20:57.323 UTC Tue Nov 27 2007
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 249
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0

<end>
RTT Values:
RTTAvg : 21 RTTMin: 19 RTTMax : 73
NumOfRTT: 2780 RTTSum: 59191 RTTSum2: 1290993

<The following data for LSP path information is available after path discovery is enabled.>

Path Information:
Path Path LSP Outgoing Nexthop Downstream
Idx Sense Selector Interface Address Label Stack
1 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0 192.39.1.1 677
2 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.1 192.39.2.1 677
3 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.2 192.39.3.1 677
4 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.3 192.39.4.1 677
5 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0 192.39.1.1 677
6 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.1 192.39.2.1 677
7 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.2 192.39.3.1 677
8 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.3 192.39.4.1 677

<end>
Hour Index: 14

Start Time Index: 13:20:57.323 UTC Tue Nov 27 2007
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 122
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0
RTT Values:
RTTAvg : 21 RTTMin: 19 RTTMax : 212
NumOfRTT: 3059 RTTSum: 65272 RTTSum2: 1457612

Path Information:
Path Path LSP Outgoing Nexthop Downstream
Idx Sense Selector Interface Address Label Stack
1 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0 192.39.1.1 677
2 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.1 192.39.2.1 677
3 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.2 192.39.3.1 677
4 1 127.0.0.1 Gi0/4/0/0.3 192.39.4.1 677
5 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0 192.39.1.1 677
6 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.1 192.39.2.1 677
7 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.2 192.39.3.1 677
8 1 127.0.0.8 Gi0/4/0/0.3 192.39.4.1 677

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 13：show ipsla statistics aggregated（パスディスカバリがイネーブル）のフィールドの説明

説明フィールド

エントリ番号。Entry Number

開始時刻。Start Time Index

切断によって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Disconnect

タイムアウトによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Timeout

ビジーエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Busy

制御接続を確立できなかったことを表すエ

ラー。

Number of Failed Operations due to a No Connection

内部エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to an Internal Error

シーケンスエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Sequence Error

検証エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Verify Error

指定された行に表示されるラウンドトリップ時

間の統計情報。

RTT Values

最新のサイクルで観察された RTTの最大値
（*）。

RTT Min/Avg/Max

正常なラウンドトリップの数。NumOfRTT

すべての正常なラウンドトリップ値の合計（ミ

リ秒単位）。

RTT Sum

ラウンドトリップ値の 2乗の合計（ミリ秒単
位）。

RTT Sum2

最新のサイクルで観察された RTTの最大値
（*）。

RTT Min/Avg/Max

正常なラウンドトリップの数。NumOfRTT

パスインデックス番号。Path Idx

パスに対する応答の戻りコード（show ipsla
historyコマンドの表 2：show ipsla historyコマ
ンドの応答の戻り値,（123ページ）を参照）。

Path Sense
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説明フィールド

パスの LSPセレクタのアドレス。LSP Selector

パスの発信インターフェイスの名前。Outgoing Interface

パスのネクストホップアドレス。Nexthop Address

パスのMPLSラベルスタック。Downstream Label Stack

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の動作データを表示します。show ipsla statistics, （138ページ）

すべての IP SLA動作または指定された動作の
統計情報エラーを表示します。

show ipsla statistics enhanced aggregated, （151ペー
ジ）
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show ipsla statistics enhanced aggregated
指定された IPSLA動作について、収集されたすべての拡張履歴バケットの拡張履歴統計情報を表
示するには、EXECモードで show ipsla statistics enhanced aggregatedコマンドを使用します。

showipslastatisticsenhancedaggregated[ operation-number ][intervalseconds]

___________________
構文の説明

（任意）拡張履歴の配布統計情報を表示する対象となる動作番号。operation-number

（任意）拡張履歴の配布統計情報を表示する対象となる集約イン

ターバル（秒単位）を指定します。

interval seconds

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show ipsla statistics enhanced aggregatedコマンドは、個別に表示されている拡張履歴データの各
バケットのデータを、たとえば 1つずつ順番に表示します。バケットの数と収集インターバル
は、intervalキーワード、seconds引数、bucketsキーワード、および number-of-buckets引数を使用
して設定します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りmonitor
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___________________
例 show ipsla statistics enhanced aggregatedコマンドの出力は、動作タイプによって異なります。UDP

エコー動作に対する show ipsla statistics enhanced aggregatedコマンドの出力例は、次のとおりで
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipsla statistics enhanced aggregated 20

Entry number: 20
Interval : 300 seconds
Bucket : 1 (0 - 300 seconds)
Start Time Index: 00:38:14.286 UTC Thu Mar 16 2006
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 0
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0
RTT Values:
RTTAvg : 2 RTTMin: 2 RTTMax : 5
NumOfRTT: 5 RTTSum: 13 RTTSum2: 41

Bucket : 2 (300 - 600 seconds)
Start Time Index: 00:43:12.747 UTC Thu Mar 16 2006
Number of Failed Operations due to a Disconnect : 0
Number of Failed Operations due to a Timeout : 0
Number of Failed Operations due to a Busy : 0
Number of Failed Operations due to a No Connection : 0
Number of Failed Operations due to an Internal Error: 0
Number of Failed Operations due to a Sequence Error : 0
Number of Failed Operations due to a Verify Error : 0
RTT Values:
RTTAvg : 2 RTTMin: 2 RTTMax : 2
NumOfRTT: 1 RTTSum: 2 RTTSum2: 4

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。

表 14：show ipsla statistics enhanced aggregated のフィールドの説明

説明フィールド

エントリ番号。Entry Number

動作の頻度の倍数。 [Enhanced interval]フィー
ルドでは、show ipsla statistics enhanced
aggregatedコマンドによって表示される統計情
報が集約されるインターバルを定義します。こ

のフィールドは、集約された拡張統計情報が表

示されるように設定する必要があります。

Interval

バケットのインデックス。Bucket

インターバルコンフィギュレーションモード

に従って集約された統計情報。値は、表示され

ているインターバル設定によって異なります。

Start Time Index
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説明フィールド

指定された行に表示されるラウンドトリップ時

間の統計情報。

RTT Values

最新のサイクルで観察された RTTの最大値
（*）。

RTT Min/Avg/Max

正常なラウンドトリップの数。NumOfRTT

すべての正常なラウンドトリップ値の合計（ミ

リ秒単位）。

RTT Sum

ラウンドトリップ値の 2乗の合計（ミリ秒単
位）。

RTT Sum2

切断によって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Disconnect

タイムアウトによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Timeout

ビジーエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Busy

制御接続を確立できなかったことを表すエ

ラー。

Number of Failed Operations due to a No Connection

内部エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to an Internal Error

シーケンスエラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Sequence Error

検証エラーによって失敗した動作の数。Number of Failed Operations due to a Verify Error

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の動作データを表示します。show ipsla statistics, （138ページ）

すべての IP SLA動作または指定された動作の
統計情報エラーを表示します。

show ipsla statistics aggregated, （141ページ）
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source address
送信元デバイスのアドレスを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードでsourceaddress
コマンドを使用します。最適なローカルアドレスを使用するには、このコマンドの no形式を使
用します。

sourceaddressipv4-address

nosourceaddress

___________________
構文の説明

送信元デバイスの IPアドレスまたはホスト名。ipv4-address

___________________
コマンドデフォルト IPSLAは宛先に対して最適なローカルアドレスを検索し、そのアドレスを送信元アドレスとして

使用します。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで source addressコマンドの IP

アドレスを指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# source address 192.0.2.9

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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source port
送信元デバイスのポートを識別するには、適切なコンフィギュレーションモードで source portコ
マンドを使用します。未使用のポート番号を使用するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

sourceportport

nosourceport

___________________
構文の説明

送信元デバイスのポート番号を識別します。範囲は 1～ 65535です。port port

___________________
コマンドデフォルト IP SLAは、システムによって割り当てられた未使用のポートを使用します。

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ICMP動作を設定する場合、source portコマンドはサポートされません。サポートされるのは、
UDP動作を設定する場合だけです。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで source portコマンドのポート

を指定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# source port 11111

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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start-time
動作またはMPLS LSPモニタインスタンスが開始される時刻を決定するには、適切なコンフィ
ギュレーションモードで start-timeコマンドを使用します。動作を停止し、デフォルトのステー
トにするには、このコマンドの no形式を使用します。

start-time{hh:mm:ss[day| month dayyear]| afterhh:mm:ss| now| pending}

nostart-time

___________________
構文の説明

時間、分、秒の形式の絶対時間。時刻の形式には、24時間表記を使用でき
ます。たとえば、start-time 01:02は午前 1時 2分を表し、start-time 13:01:30
は午後 1時 1分 30秒を表します。 monthおよび dayを指定しない限り、現
在の日付が使用されます。

hh:mm:ss

（任意）動作を開始する月。month引数を使用する場合、日付を指定する必
要があります。月は、英語のフルスペルまたは最初の3文字を使用して指定
します。

month

（任意）動作を開始する日付を表す数字（1～ 31の範囲）。月も指定する
必要があります。

day

（任意）年を表す数字（1993～ 2035の範囲）。year

start-timeコマンドを使用した後で動作が開始する時間を、時間（hh）、分
（mm）、および秒（ss）で指定します。

after hh:mm:ss

動作をただちに開始するように指定します。now

情報を収集しないように指定します。デフォルト値は、pendingキーワード
です。

pending

___________________
コマンドデフォルト 月および日が指定されていない場合は、現在の月および日が使用されます。

___________________
コマンドモード IP SLAスケジュールコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLA動作モードで start-timeコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作の開
始時刻が設定されます。 IP SLA MPLS LSPモニタモードで start-timeコマンドが使用されている
場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべてのモニタイン
スタンスの開始時刻が設定されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、スケジュール動作に対して start-timeコマンドオプションを使用する方法を示しま

す。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# start-time after 01:00:00

次の例では、IP SLA MPLS LSPモニタスケジュールコンフィギュレーションモードで start-time
コマンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# schedule monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-sched)# start-time after 01:00:00

次に、start-timeコマンドを使用してスケジュール対象動作の年を指定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)# destination address 192.0.2.9
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# exit

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# schedule operation 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)# start 20:0:0 february 7 2008
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-sched)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

実行時間の長さを指定します。life, （48ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

動作が毎日指定された時刻に自動的に開始さ

れ、指定された期間実行されるように示しま

す。

recurring, （101ページ）

IP SLAMPLSLSPモニタリングインスタンスを
スケジューリングします。

schedule monitor, （114ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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statistics
動作の統計情報収集パラメータを設定するには、適切なコンフィギュレーションモードで statistics
コマンドを使用します。統計情報収集パラメータを削除する場合、またはデフォルト値を使用す

る場合は、このコマンドの no形式を使用します。

statistics{hourly| intervalseconds}

nostatistics{hourly| intervalseconds}

___________________
構文の説明 1時間にわたって集約される統計情報設定の配布を設定します。hourly

指定されたインターバルにわたって、統計情報を収集します。統計情報

を収集するインターバル（秒単位）。範囲は 1～ 3600秒です。
interval seconds

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA動作 UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

statistics intervalコマンドは、ICMPパスエコーおよび ICMPパスジッタ動作の設定ではサポート
されていません。また、MPLS LSPモニタインスタンスの設定でもサポートされていません。

IP SLA動作モードで statisticsコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作の統計
情報収集が設定されます。 IP SLA MPLS LSPモニタモードで statisticsコマンドが使用されてい
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る場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作の統
計情報収集が設定されます。この設定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承されま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、statisticsコマンドの IP SLAUDPジッタ動作に対して統計情報が維持される時間数を

設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)#

次の例では、IP SLAUDPジッタ動作で statisticsコマンドを使用して、指定されたインターバルに
わたり統計情報を収集する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics interval 60
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op-stats)#

次の例では、statisticsコマンドを使用して、IP SLA MPLS LSPモニタ ping動作に対して統計情報
が維持される時間数を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# statistics hourly
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-stats)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

統計情報が保持される時間数を設定します。buckets（統計情報時間）, （14ページ）

拡張履歴統計情報が保持されるデータバケット

を参照します。

buckets（統計情報の間隔）, （16ページ）

IPSLA動作のライフタイム中にホップごとに保
持される統計情報の配布数を設定します。

distribution count, （27ページ）
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説明コマンド

統計情報の配布ごとのインターバル（ミリ秒単

位）を設定します。

distribution interval, （29ページ）

IP SLAMPLSLSPモニタインスタンスを設定し
ます。

monitor, （62ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

IPSLA動作のパスごとに統計情報が維持される
ホップカウントを設定します。

maximum hops, （58ページ）

IPSLA動作の時間ごとに統計情報が維持される
パス数を設定します。

maximum paths（IP SLA）, （60ページ）
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tag（IP SLA）
IP SLA動作に対してユーザ指定の IDを作成するには、適切なコンフィギュレーションモードで
tagコマンドを使用します。タグストリングの設定を解除するには、このコマンドのno形式を使
用します。

tag[ text ]

notag

___________________
構文の説明

（任意）IP SLA動作に対するストリングラベルを指定します。text

___________________
コマンドデフォルト タグストリングは設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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IPSLA動作モードで tagコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作に対するユー
ザ定義のタグストリングが設定されます。 IP SLAMPLS LSPモニタモードで tagコマンドが使用
されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての
動作に対するユーザ定義のタグストリングが設定されます。この設定は、自動的に作成されるす

べての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで tagコマンドを使用する方法

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# tag ipsla

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーションモードで tagコマンドを使用
する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# tag mplslm-tag

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 165

IP サービスレベル契約コマンド
tag（IP SLA）



target ipv4
MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作で使用される宛先ルータの IPv4アドレスを指定す
るには、適切なコンフィギュレーションモードで target ipv4コマンドを使用します。アドレスの
設定を解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

targetipv4destination-addressdestination-mask

notargetipv4

___________________
構文の説明

テストする宛先デバイスの IPv4アドレス。destination-address

宛先アドレスのネットワークマスクのビット数。ネットワークマスクは、

次のいずれかの方法で指定できます。

•ネットワークマスクには、4分割ドット付き 10進表記アドレスを使用
できます。たとえば、255.0.0.0は、1のビットに対応するアドレスビッ
トがネットワークアドレスに属していることを示します。

•スラッシュ（/）と数字による表記。たとえば、/8は、マスクの最初の
8ビットが 1で、対応するアドレスのビットがネットワークアドレスで
あることを示します。

destination-mask

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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テストされるLSPの最後にある宛先ルータの IPv4アドレスを指定し、宛先をラベル配布プロトコ
ル（LDP）の IPv4アドレスで示すには、target ipv4コマンドを使用します。宛先の IPv4アドレ
スによって、LSPに関連付けられた適切なラベルスタックが識別されます。

target ipv4コマンドを使用した場合、MPLS LSP pingまたはトレース動作の宛先として、LDP
IPv4アドレスを 1つだけ設定できます。コマンドを 2回入力し、最初とは異なる IPv4宛先ア
ドレスを設定すると、最初の IPv4アドレスが上書きされます。

（注）

MPLS LSP ping動作では、指定された Forwarding Equivalence Class（FEC;転送等価クラス）での
検証（この場合は LDP IPv4プレフィックス）を使用し、target ipv4コマンドによって識別された
pingの送信元と出力ノードの間でLSPの接続性をテストします。このテストは、FECに属する他
のパケットと同じデータパスでMPLSエコー要求を送信して実行されます。 pingパケットがパス
の終端に到達すると、出力のラベルスイッチングルータ（LSR）のコントロールプレーンに送信
され、実際に LSPに対する出力であることが検証されます。MPLSエコー要求には、検証される
LSPの情報が含まれています。

MPLSネットワークでは、MPLSLSPトレース動作が、target ipv4コマンドによって指定された宛
先ルータまでの LSPパスをトレースします。 LSPルータの検証では、各中継 LSRのコントロー
ルプレーンにパケットが送信され、LSPパスの中継LSRであるかどうかなど、さまざまなチェッ
クが実行されます。また、各中継 LSRは、テスト対象の LSPに関連する情報（LDP IPv4プレ
フィックスにバインドされたラベル）を返します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、target ipv4コマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# target ipv4 192.168.1.4 255.255.255.255

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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説明コマンド

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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target pseudowire
MPLS LSP ping動作で使用される宛先として疑似回線を指定するには、IP SLA MPLS LSP pingコ
ンフィギュレーションモードで target pseudowireコマンドを使用します。宛先の設定を解除する
には、このコマンドの no形式を使用します。

targetpseudowiredestination-addresscircuit-id

notargetpseudowire

___________________
構文の説明

テストする宛先デバイスの IPv4アドレス。destination-address

仮想回線の ID。範囲は 1～ 4294967295です。circuit-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS LSP ping動作で使用される宛先ルータを指定し、宛先をレイヤ 2 VPN疑似回線として示す
には、target pseudowireコマンドを使用します。 target pseudowireコマンドは、宛先アドレスお
よび仮想回線（VC）の IDを識別します。

target pseudowireコマンドを使用した場合、MPLS LSP ping動作の宛先として、疑似回線アド
レスを 1つだけ設定できます。コマンドを 2回使用し、最初とは異なる疑似回線宛先アドレ
スを設定すると、最初の疑似回線アドレスが上書きされます。

（注）
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LSP ping動作の疑似回線の宛先を使用することで、MPLSネットワーク全体における Pseudowire
Edge-to-EdgeEmulation（PWE3）サービスの統計情報をアクティブにモニタリングできます。PWE3
接続性検証では、Virtual Circuit Connectivity Verification（VCCV）が使用されます。

VCCVの詳細については、IETFのWebページにある VCCVドラフト『Pseudowire Virtual Circuit
Connectivity Verification (VCCV)』を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、target pseudowireコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# target pseudowire 192.168.1.4 4211

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）
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target traffic-eng
MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作で使用される宛先MPLSトラフィックエンジニア
リングトンネルを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで target traffic-engコマ
ンドを使用します。トンネルの設定を解除するには、このコマンドの no形式を使用します。

targettraffic-engtunneltunnel-interface

notargettraffic-eng

___________________
構文の説明

ルータで設定されているMPLSトラフィックエンジニアリングトン
ネルのトンネル ID（tunnel 10など）。範囲は 0～ 65535です。

tunnel tunnel-interface

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作で使用される宛先ルータを指定し、宛先をMPLS
TrafficEngineering（TE;トラフィックエンジニアリング）トンネルとして示すには、target traffic-eng
コマンドを使用します。 target traffic-engコマンドでは、トンネルインターフェイス、およびping
またはトレースの対象となる LSPに関連付けられた適切なラベルスタックが識別されます。 LSP
トンネルインターフェイスは、トンネルの宛先に対する単一方向仮想リンクのヘッドエンドで

す。
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target traffic-engコマンドを使用した場合、MPLSLSPpingまたはトレース動作の宛先として、
MPLS TEトンネルを 1つだけ設定できます。コマンドを 2回入力し、最初とは異なるトンネ
ルインターフェイスを設定すると、最初のトンネル IDが上書きされます。

（注）

IP SLA ping動作では、指定された Forwarding Equivalence Class（FEC;転送等価クラス）での検証
（この場合はMPLS TEトンネル）を使用し、target traffic-engコマンドによって識別された ping
の送信元と出力ノードの間でLSPの接続性をテストします。このテストは、トンネルに属する他
のパケットと同じデータパスでMPLSエコー要求を送信して実行されます。 pingパケットがパス
の終端に到達すると、出力のラベルスイッチングルータ（LSR）のコントロールプレーンに送信
され、実際にMPLS TEトンネルに対する出力であることが検証されます。MPLSエコー要求に
は、LSPパスが検証されるトンネルの情報が含まれています。

IPネットワークでは、MPLSSLAトレース動作が、target traffic-engコマンドによって指定された
宛先ルータまでのLSPパスをトレースします。LSPルータの検証では、各中継LSRのコントロー
ルプレーンにパケットが送信され、LSPパスの中継LSRであるかどうかなど、さまざまなチェッ
クが実行されます。また、各中継 LSRからはMPLS TEトンネルに関連する情報も返され、ロー
カルフォワーディングの情報がルーティングプロトコルによって LSPパスとして特定された情
報と一致するかどうかが確認されます。

MPLSトラフィックエンジニアリングは、バックボーン全体にわたって LSPを自動的に確立およ
び維持します。 LSPで使用されるパスは、LSPリソース要件とネットワークリソース（帯域幅な
ど）によって決まります。

MPLSトラフィックエンジニアリングトンネルの詳細については、『MPLSTraffic Engineering and
Enhancements』を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、target traffic-eng tunnelコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# target traffic-eng tunnel 101

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）
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説明コマンド

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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threshold
下限値および上限値を設定するには、IPSLA反応条件コンフィギュレーションモードで threshold
コマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

thresholdlower-limitvalueupper-limitvalue

nothresholdlower-limitvalueupper-limitvalue

___________________
構文の説明

しきい値の下限値を指定します。範囲は 1～ 4294967295msです。デ
フォルトの lower-limit値は、3000 msです。

lower-limit value

しきい値の上限値を指定します。範囲は 5000～ 4294967295msです。
デフォルトの upper-limit値は、5000 msです。

upper-limit value

___________________
コマンドデフォルト lower-limit value：3000ミリ秒

upper-limit value：5000ミリ秒

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

thresholdコマンドは、reactコマンドと jitter-averageキーワードおよび packet-lossキーワードと
組み合わせて使用した場合だけにサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、thresholdコマンドを使用して、jitter-averageキーワードを指定した reactコマンド

に対する下限値および上限値を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react jitter-average
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold lower-limit 8000 upper-limit 10000

次の例では、thresholdコマンドを使用して、packet-lossキーワードを指定した reactコマンドに
対する下限値および上限値を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react packet-loss dest-to-source
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold lower-limit 8000 upper-limit 10000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （95ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （87ページ）

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （176ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （178ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （181ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （183ページ）
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threshold type average
しきい値に違反する平均値に対してアクションを実行するには、IP SLA反応条件コンフィギュ
レーションモードで threshold type averageコマンドを使用します。しきい値タイプをクリアす
る（反応が発生しないようにする）には、このコマンドの no形式を使用します。

thresholdtypeaveragenumber-of-probes

nothresholdtype

___________________
構文の説明

モニタ対象である要素の過去 5つの値の平均がしきい値の上限を上回って
いる場合、または下限を下回っている場合、actionコマンドで定義された
アクションが実行されます。範囲は 1～ 16です。

number-of-probes

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値がない場合、しきい値タイプは設定されません。

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

threshold type averageコマンドは、reactコマンドと jitter-averageキーワード、packet-lossキー
ワード、および rttキーワードと組み合わせて使用した場合だけにサポートされます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、threshold type averageコマンドを使用して、jitter-averageキーワードを指定した

reactコマンドに対するプローブ数を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react jitter-average
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold type average 8

次の例では、threshold type averageコマンドを使用して、packet-lossキーワードを指定した react
コマンドに対するプローブ数を設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react packet-loss dest-to-source
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold type average 8

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作が実行するアクションまたはアクションの

組み合わせを指定します。

action（IP SLA）, （7ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （95ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （87ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （174ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （178ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （181ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （183ページ）

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファレ
ンスリリース 4.2.x    

   OL-26516-02-J 177

IP サービスレベル契約コマンド
threshold type average



threshold type consecutive
複数回連続して違反が発生した場合にアクションを実行するには、適切なコンフィギュレーショ

ンモードで threshold type consecutiveコマンドを使用します。しきい値タイプをクリアする（反
応が発生しないようにする）には、このコマンドの no形式を使用します。

thresholdtypeconsecutiveoccurrences

nothresholdtype

___________________
構文の説明

反応条件が連続した発生回数に対して設定されている場合、デフォルト値は

ありません。発生回数は、しきい値タイプの指定時に設定されます。連続し

た違反回数は 1～ 16です。

occurrences

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLA反応条件モードで threshold type consecutiveコマンドが使用されている場合、設定されて
いる特定の動作のしきい値が設定されます。 IP SLAMPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレー
ションモードで threshold type consecutiveコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバ
イダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作のしきい値が設定されます。この
設定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承されます。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステムモニタリングコマンドリファ
レンスリリース 4.2.x

178 OL-26516-02-J  

IP サービスレベル契約コマンド
threshold type consecutive



___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、threshold type consecutiveコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold type consecutive 8

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレーションコンフィギュレーション
モードで threshold type consecutiveコマンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# reaction monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react-cond)# threshold type consecutive 2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作が実行するアクションまたはアクションの

組み合わせを指定します。

action（IP SLA）, （7ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS LSPモニタリング反応を設定します。reaction monitor, （93ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （95ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （87ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （174ページ）

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （176ページ）
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説明コマンド

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （181ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （183ページ）
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threshold type immediate
しきい値違反に対してただちにアクションを実行するには、適切なコンフィギュレーションモー

ドで threshold type immediateコマンドを使用します。しきい値タイプをクリアする（反応が発生
しないようにする）には、このコマンドの no形式を使用します。

thresholdtypeimmediate

nothresholdtype

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値がない場合、しきい値タイプは設定されません。

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

モニタ対象の要素でしきい値違反などの反応条件が発生した場合、actionコマンドの定義に従っ
て、ただちにアクションが実行されます。

IP SLA反応条件モードで threshold type immediateコマンドが使用されている場合、設定されてい
る特定の動作のしきい値が設定されます。 IP SLA MPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレー
ションモードで threshold type immediateコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイ
ダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作のしきい値が設定されます。この設
定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、threshold type immediateコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react timeout
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold type immediate

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタ反応条件コンフィギュレーションコンフィギュレーション
モードで threshold type immediateコマンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# reaction monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react)# react connection-loss
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-react-cond)# threshold type immediate

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作が実行するアクションまたはアクションの

組み合わせを指定します。

action（IP SLA）, （7ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS LSPモニタリング反応を設定します。reaction monitor, （93ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （95ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （87ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （174ページ）

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （176ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （178ページ）

Y回のプローブ動作でX回の違反が発生した場
合にアクションを実行します。

threshold type xofy, （183ページ）
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threshold type xofy
Y回のプローブ動作中にX回の違反が発生した場合にアクションを実行するには、IP SLA反応条
件コンフィギュレーションモードで threshold type xofyコマンドを使用します。しきい値タイプ
をクリアする（反応が発生しないようにする）には、このコマンドの no形式を使用します。

thresholdtypexofyx-valuey-value

nothresholdtype

___________________
構文の説明

モニタ対象の要素でしきい値違反などの反応条件が発生した場合、y回のプ
ローブ動作以内に x回の違反が発生すると（x回/y回）、actionコマンドでの
定義に従って、アクションが実行されます。デフォルトは、x-valueおよび
y-valueの両方とも 5です（xofy 5 5）。範囲は 1～ 16です。

x-value y-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値がない場合、しきい値タイプは設定されません。

___________________
コマンドモード IP SLA反応条件コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、threshold type xofyコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# reaction operation 432
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react)# react verify-error
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-react-cond)# threshold type xofy 1 5

___________________
関連コマンド

説明コマンド

動作が実行するアクションまたはアクションの

組み合わせを指定します。

action（IP SLA）, （7ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

IPSLAエージェントが制御するイベントに基づ
いた特定のアクションを設定します。

reaction operation, （95ページ）

反応をモニタする要素を指定します。react, （87ページ）

下限値および上限値を設定します。threshold, （174ページ）

平均値がしきい値に違反した場合にアクション

を実行します。

threshold type average, （176ページ）

連続した回数の違反が発生した後にアクション

を実行します。

threshold type consecutive, （178ページ）

しきい値違反に対してただちにアクションを実

行します。

threshold type immediate, （181ページ）
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timeout（IP SLA）
プローブまたは制御タイムアウトのインターバルを設定するには、適切なコンフィギュレーショ

ンモードで timeoutコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no
形式を使用します。

timeoutmilliseconds

notimeout

___________________
構文の説明 IP SLA動作が要求パケットからの応答を待機する時間（ミリ秒単位）を

設定します。範囲は 1～ 604800000です。
milliseconds

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値は 5000 msです。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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timeoutコマンドが IP SLA動作モードで使用されている場合、特定の IP SLA動作が要求パケット
からの応答を待機する時間が設定されます。 timeoutコマンドが IP SLAMPLS LSPモニタモード
で使用されている場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているす
べての動作が要求パケットからの応答を待機する時間が設定されます。この設定は、自動的に作

成されるすべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで timeoutコマンドを使用する

方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# timeout 10000

次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードで timeoutコマンドを使用
する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# timeout 10000

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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tos
プローブパケットのタイプオブサービス（ToS）を設定するには、適切なコンフィギュレーショ
ンモードで tosコマンドを使用します。デフォルト値を使用するには、このコマンドの no形式
を使用します。

tosnumber

notos

___________________
構文の説明

サービスタイプ番号。範囲は 0～ 255です。number

___________________
コマンドデフォルト サービスタイプ番号は 0です。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ToS値は、IPヘッダーの 8ビットフィールドです。このフィールドには、優先順位や ToSなど
の情報が含まれています。この情報は、ポリシールーティングや専用アクセスレート（CAR）
など、ルータがToS値を確認する機能で役立ちます。サービスタイプが動作に対して定義されて
いる場合、IP SLAプローブパケットには IPヘッダーの設定済み tos値が含まれます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで tosコマンドを使用する方法

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# tos 60

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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ttl
エコー要求パケットのMPLSラベルで存続可能時間（TTL）値を指定するには、適切なコンフィ
ギュレーションモードで ttlコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

ttltime-to-live

nottl

___________________
構文の説明

エコー要求パケットの最大ホップカウント。有効な値は 1～ 255で
す。

time-to-live

___________________
コマンドデフォルト MPLS LSP ping動作の場合、デフォルトの Time-to-Live値は 255です。

MPLS LSPトレース動作の場合、デフォルトの Time-to-Live値は 30です。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

MPLS LSP pingまたはMPLS LSPトレース動作でのエコー要求パケットで許可される最大ホップ
カウントを設定するには、ttlコマンドを使用します。許容されるホップカウントは、IP SLA動
作のタイプによって異なることに注意してください。

• MPLS LSP ping動作の場合、有効値は 1～ 255で、デフォルトは 255です。

• MPLS LSPトレース動作の場合、有効値は 1～ 30で、デフォルトは 30です。
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IP SLA動作モードで ttlコマンドが使用されている場合、設定されている特定の動作に対する
Time-to-Live値が設定されます。 IP SLAMPLS LSPモニタモードで ttlコマンドが使用されている
場合、モニタ対象のプロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作に対す
る Time-to-Live値が設定されます。この設定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承さ
れます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、ttlコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# ttl 200

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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type icmp echo
ICMPエコー動作タイプを使用するには、IP SLA動作コンフィギュレーションモードで type icmp
echoコマンドを使用します。動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

typeicmpecho

notypeicmpecho

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type icmp echoコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-echo)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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type icmp path-echo
ICMPパスエコー動作タイプを使用するには、IP SLA動作コンフィギュレーションモードで type
icmppath-echoコマンドを使用します。動作を削除するには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

typeicmppath-echo

notypeicmppath-echo

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type icmp path-echoコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-echo)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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type icmp path-jitter
ICMPパスジッタ動作タイプを使用するには、IP SLA動作コンフィギュレーションモードで type
icmp path-jitterコマンドを使用します。動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

typeicmppath-jitter

notypeicmppath-jitter

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type icmp path-jitterコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type icmp path-jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-icmp-path-jitter)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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type mpls lsp ping
ラベルスイッチドパス（LSP）のエンドツーエンドの接続性とMPLSネットワークの整合性を検
証するには、適切なコンフィギュレーションモードで type mpls lsp pingコマンドを使用します。
動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

typemplslspping

notypemplslspping

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ定義コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLA LSP ping動作のパラメータを設定するには、type mpls lsp pingコマンドを使用します。コ
マンドを入力すると、IP SLA MPLS LSP Pingコンフィギュレーションモードが開始されます。

MPLS LSP ping動作では、MPLSネットワークの LSPパスに従ってルータ間の接続性がテストさ
れ、エコー要求とエコー応答を使用して LSPのラウンドトリップ遅延が計測されます。

MPLS LSP ping動作では、サポートされているいずれかの Forwarding Equivalence Class（FEC;転
送等価クラス）エンティティを使用して、ping送信元と各 FECの出力ノード間のLSPの接続性が
検証されます。MPLS LSP ping動作では、次の FECタイプがサポートされています。

• IPv4 LDPプレフィックス（target ipv4, （166ページ）コマンドで設定）

• MPLS TEトンネル（target traffic-eng , （171ページ）コマンドで設定）

•疑似回線（target pseudowire, （169ページ）コマンドで設定）
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MPLS LSPモニタ ping動作では、IPv4 LDPプレフィックスだけがサポートされます。

IP SLA動作コンフィギュレーションモードで typempls lsp pingコマンドが使用されている場合、
設定されている特定の動作のパラメータが設定されます。 IP SLAMPLSLSPモニタコンフィギュ
レーションモードで type mpls lsp pingコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイ
ダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作のパラメータが設定されます。この
設定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type mpls lsp pingコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)#

次の例では、IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードで type mpls lsp pingコマ
ンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLAMPLSLSPモニタインスタンスを設定し
ます。

monitor, （62ページ）

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLAMPLSLSPモニタリングインスタンスを
スケジューリングします。

schedule monitor, （114ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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type mpls lsp trace
LSPパスをトレースし、MPLSネットワークのネットワーク障害をローカライズするには、適切
なコンフィギュレーションモードで type mpls lsp traceコマンドを使用します。動作を削除する
には、このコマンドの no形式を使用します。

typemplslsptrace

notypemplslsptrace

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタ定義コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLA LSPトレース動作のパラメータを設定するには、type mpls lsp traceコマンドを使用しま
す。コマンドを入力すると、IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーションモードが開始
されます。

MPLS LSPトレース動作では、宛先ルータまでの LSPパスのホップバイホップルートがトレース
され、MPLSネットワークの IPv4 LDPプレフィックスおよび TEトンネル FECに対するホップバ
イホップラウンドトリップ遅延が測定されます。エコー要求パケットは、各中継ラベルスイッ

チングルータ（LSR）のコントロールプレーンに送信されます。中継 LSRでは、さまざまな
チェックが実行され、LSPパスの中継LSRであることが特定されます。トレース動作では、ネッ
トワーク接続のトラブルシューティングと、障害があるホップバイホップのローカライズを実行

できます。

MPLS LSPトレース動作では、各中継 LSRが、トレースされている Forwarding Equivalence Class
（FEC;転送等価クラス）エンティティのタイプに関連する情報を返します。この情報により、ト
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レース動作では、ローカルフォワーディングの情報がルーティングプロトコルによって LSPパ
スとして特定された情報と一致するかどうかをチェックできます。

MPLSラベルは、LSPで使用されている FECのタイプに従って、パケットにバインドされます。
MPLS LSPトレース動作では、次の FECタイプがサポートされています。

• LDP IPv4プレフィックス（target ipv4, （166ページ）コマンドで設定）

• MPLS TEトンネル（target traffic-eng , （171ページ）コマンドで設定）

MPLS LSPモニタトレース動作では、IPv4 LDPプレフィックスだけがサポートされます。

IPSLA動作コンフィギュレーションモードで typempls lsp traceコマンドが使用されている場合、
設定されている特定の動作のパラメータが設定されます。 IP SLAMPLSLSPモニタコンフィギュ
レーションモードで type mpls lsp traceコマンドが使用されている場合、モニタ対象のプロバイ
ダーエッジ（PE）ルータに関連付けられているすべての動作のパラメータが設定されます。この
設定は、自動的に作成されるすべての LSP動作に継承されます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type mpls lsp traceコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)#

次の例では、IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードで type mpls lsp traceコマ
ンドを使用する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLAMPLSLSPモニタリングインスタンスを
スケジューリングします。

schedule monitor, （114ページ）
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説明コマンド

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）
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type udp echo
UDPエコー動作タイプを使用するには、IP SLA動作コンフィギュレーションモードで type udp
echoコマンドを使用します。動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

typeudpecho

notypeudpecho

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type udp echoコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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type udp jitter
UDPジッタ動作タイプを使用するには、IP SLA動作コンフィギュレーションモードで type udp
jitterコマンドを使用します。動作を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

typeudpjitter

notypeudpjitter

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード IP SLA動作コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、type udp jitterコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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type udp ipv4 address
UDPエコーまたはジッタ動作に対する IP SLA応答側の永続的なポートを設定するには、IP SLA
応答側コンフィギュレーションモードで type udp ipv4 addressコマンドを使用します。指定され
た永続的なポートを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

typeudpipv4addressip-addressportport

notypeudpipv4addressip-addressportport

___________________
構文の説明

動作を受信する IPv4アドレスを指定します。ip-address

動作を受信するポート番号を指定します。範囲はサブエージェントで

使用される範囲と同一で、1～ 65355です。
port port

___________________
コマンドデフォルト デフォルト値がない場合、永続的なポートは設定されません。

___________________
コマンドモード IP SLA応答側コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、typeudp ipv4 addressコマンドに対する永続的なポートを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# responder
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-resp)# type udp ipv4 address 192.0.2.11 port 10001

___________________
関連コマンド

説明コマンド

UDPエコーまたは UDPジッタ動作に対する IP
SLA応答側をイネーブルにします。

responder, （99ページ）
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verify-data
各 IP SLA応答の破損をチェックするには、適切なコンフィギュレーションモードで verify-data
コマンドを使用します。データ破損のチェックをディセーブルにするには、このコマンドの no
形式を使用します。

verify-data

noverify-data

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードや引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト verify-dataコマンドはディセーブルになっています。

___________________
コマンドモード IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、IP SLA UDPジッタコンフィギュレーションモードで verify-dataコマンドを使用す

る方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp jitter
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-jitter)# verify-data

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）
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vrf（IP SLA）
ICMPエコー、ICMPパスエコー、ICMPパスジッタ、UDPエコー、または UDPジッタ動作での
バーチャルプライベートネットワーク（VPN）のモニタリングをイネーブルにするには、適切な
コンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用します。VPNのモニタリングをディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

vrfvrf-name

novrf

___________________
構文の説明 VPNの名前。最大 32文字の英数字です。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト VPNのモニタリングは、IP SLA動作に対して設定されていません。

___________________
コマンドモード IP SLA ICMPエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスエコーコンフィギュレーション

IP SLA ICMPパスジッタコンフィギュレーション

IP SLA UDPエコーコンフィギュレーション

IP SLA UDPジッタコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSP pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLA動作に対する非デフォルトの VPN Routing and Forwarding（VRF; VPNルーティングおよび
転送）テーブルを設定するには、vrfコマンドを使用します。一般的にVPNは、VRFテーブルの
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名前を使用して識別されます。 IP SLA動作の設定で vrfコマンドを使用した場合、特定の動作に
対する VPNの識別は、vrf-name値を使用して行われます。

vrfコマンドで値が指定されていない場合、デフォルトの VRFテーブルが使用されます。未設定
のVRFに対してVPN名を入力すると IP SLA動作が失敗し、次の情報が show ipsla statistics, （138
ページ）コマンドの結果に表示されます。

Latest operation return code : VrfNameError

vrfコマンドは、次の IP SLA動作を設定する場合だけにサポートされます。

• IP SLA ICMPエコー

• IP SLA ICMPパスエコー

• IP SLA ICMPパスジッタ

• IP SLA UDPエコー

• IP SLA UDPジッタ

• IP SLA MPLS LSP ping

• IP SLA MPLS LSPトレース

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor

___________________
例 次の例では、vrfコマンドの使用方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# operation 1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-op)# type udp echo
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-udp-echo)# vrf vpn2

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作を設定します。operation, （66ページ）

IP SLA動作をスケジューリングします。schedule operation, （116ページ）

IP SLA ICMPエコー動作を設定します。type icmp echo, （191ページ）

IP SLA ICMPパスエコー動作を設定します。type icmp path-echo, （193ページ）
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説明コマンド

IP SLA ICMPパスジッタ動作を設定します。type icmp path-jitter, （195ページ）

IP SLA UDPエコー動作を設定します。type udp echo, （202ページ）

IP SLA UDPジッタ動作を設定します。type udp jitter, （204ページ）
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vrf（IP SLA MPLS LSP モニタ）
IP SLA MPLS LSPモニタ pingまたはトレースでモニタする対象となる VPNルーティングおよび
転送（VRF）インスタンスを指定するには、適切なコンフィギュレーションモードで vrfコマン
ドを使用します。すべての VRFのモニタリングに戻すには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

vrfvrf-name

novrf

___________________
構文の説明 VRFの名前。最大 32文字の英数字です。vrf-name

___________________
コマンドデフォルト すべての VRFがモニタされます。

___________________
コマンドモード IP SLA MPLS LSPモニタ pingコンフィギュレーション

IP SLA MPLS LSPモニタトレースコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

IP SLAMPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用すると、pingおよ
びトレース動作でモニタする特定の VRFが指定されます。デフォルトでは、すべての VRFがモ
ニタ対象となります。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みmonitor
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___________________
例 次の例では、IP SLAMPLS LSPモニタコンフィギュレーションモードで vrfコマンドを使用する

方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# ipsla
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm)# monitor 2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp trace
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# vrf vpn-lsp

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLAMPLSLSPモニタインスタンスを設定し
ます。

monitor, （62ページ）

MPLS VPNでの LSPパスの接続をテストしま
す。

type mpls lsp ping, （197ページ）

MPLS VPNでの LSPパスのホップバイホップ
ルートをトレースします。

type mpls lsp trace, （199ページ）
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